
ま

じ

め

r

““
 

に

は

じ

め

に

フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
事
件
（
蝦
夷
地
乱
妨
始
末
）
の
歴
史
的
背
兼

II

大
槻
玄
沢
追
物
フ
ヴ
ォ
ス

ト
フ
文
書
に
つ
い
て

III

山
片
蝠
桃
旧
蔵
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
文
害
に
つ
い
て

IV

フ
ヴ

ォ
ス
ト
フ
・
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
の
事
件
に
関
す
る
文
献
（
む
す
び
に
代
え
て
）

〔付
録
〕
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
・
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
略
年
譜

iお
g

和
二
七
年
に
、
本
学
図
書
館
が
購
入
し
た
大
槻
茂
質
（
玄
沢
・
磐
水
）
旧
蔵
の
一
束
の
地
図
・
文
書
類
中
に
、
色
褪
せ
た

一
葉
の
美
涙
紙
が
混
入

し
て
い
た
。

当
時
、
筆
者
は
新
参
の
書
記
と
し
て
雑
誌
係
に
勤
務
し
て
い
た
が
、
時
の
館
長
岡
村
千
曳
先
生
が
、
右
の
美
猥
紙
を
筆
者
の
と
こ
ろ
へ
持

参
さ
れ
、
勤
務
の
余
暇
に
調
査
す
る
よ
う
に
と
申
さ
れ
た
°
見
れ
ば
、
達
筆
な
ロ
シ
ャ
語
で
星
書
し
た
書
付
で
、
終
り
に
、
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
と
し
る
し

フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
文
書
考

ー

〔
内
容
〕

t
 

フ

ウ

ォ

ス

ト

フ

文

書

考

高

野

明
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フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
事
件
（
蝦
夷
地
乱
妨
始
末
）

ー

の

歴

史

的

背

景

．

拝
す
る
o

本
年
五
月
五
日
、
恩
師
岡
村
千
曳
先
生
が
長
逝
さ
れ
て
、
も
は
や
浩
鑑
を
仰
ぐ
こ
と
も
か
な
わ
ぬ
日
々
な
が
ら
、
こ
の
拙
い
一
篇
を
捧
げ
て
余
香
を

イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ツ
ヤ
研
究
家
、
バ
ー
ナ
ー
ド

・
ペ
ア
ズ

(
Si
r
B
e
r
n
a
r
d
 

P
a
r
e

s
)
~
、
い
わ
ゆ
る
古
き
ロ
シ
ャ
の
友
で
あ
り
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
に

ス
ラ
ヴ
研
究
所

(
S
c
h
o
o
l
o
f
 
Sl
a
v
o
ni
c
 S
t
u
d
ie
s
)

を
創
設
し
た
学
究

で
あ
る
。
彼
は
、
ソ
ビ
ニ
ト
政
権
の
独
裁
制
に
は
好
意
的
で
は
な
か
っ
た

が
、
新
ら
し
い

ロ
ジ
ャ
の
秩
序
の
な
か
に
、
か
ぐ
わ
し
く
醸
成
さ
れ
た
民

し
た
い
と
考
え
て
い
た
。

て
あ
る
が
、
そ
の
文
意
た
る
や
、
ま
こ
と
に
奇
妙
で
、
何
の
こ
と
や
ら
に
わ
か
に
解
し
か
ね
る
始
末
で
あ
っ
た
。
冒
頭
の
「
一
八

0
六
年
一

0
月
一
〇

日
、

ロ
ジ
ャ
の
フ

リ
ゲ
ー
ト
艦
ュ
ノ
ナ
が
当
地
に
来
航
し
、

一
村
落
を
〈
疑
惑
〉
と
命
名
し
た
」
と
い
う
文
章
か
ら
、
よ
う
や
く
文
化
年
問
の
日
函
関

係
で
あ
ろ
う
か
と
見
当
も
つ
き

、

暇
を
み
て
調
べ
て
み
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
一
葉
の
文
密
が

、

実
は
き
わ
め
て
重
要
な
史
料
で
あ
り
、
日
付
•

内
容

．
箪
跡
な
ど

の
点
で
、
各
々
考
察
の
余
地
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
°
筆
者
は
、
あ
れ
こ
れ
と
文
献
を
漁
っ
て
、
昭
和
二
八
年
の
『
日
本
歴
史
』
六
五

・

六
六
号
に
、「
大
槻
玄
沢
追
物

フ
プ
ォ
ス

ト
フ
文
書
考
」
「
同
上
補
追
」
と
題
す
る
小
論
を
発
表
し
た
。
し
か
し
、
わ
ず
か
に
一

年
の
歳
月
で
、
し
か
も

勤
務
の
余
暇
を
利
し
て
の
暗
中
模
索
で
あ
っ
た
か
ら
、
筆
者
と
し
て
意
に
み
た
な
い
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
三
二
年
春
、
大
阪
の
愛
日

小
学
校
で
、
山
片
小
右
衛
門

（
蝠
桃
）
旧
蔵
の
文
献
を
調
査
し
た
際
に
、
こ
の
な
か

に
も
未
発
表
の
同
類
文
書
二
葉
を
見
出
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。
さ

ら
に
、
近
年
の
諸
書
に
も
、
い
わ
ゆ
る
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
事
件
に
つ
い
て
の
彼
我
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い

る
の
で
、
い
つ
の
日
か
稲
を
あ
ら
た
め
て
補
訂

族
の
息
吹
を
、
「
そ
の
歴
史
は
つ
づ
け
ざ
ま
の
植
民
の
歴
史
で
あ
っ
た

I

ー
そ
の
大
部
分
は
、
政
府
に
よ
る
よ
り
も
人
民
に
よ
る
植
民
で
、
人
民
は

政
府
の
う
る
さ
い
干
渉
を
逃
れ
た
い
と
い
う
希
望
に
う
な
が
さ
れ
た
の
で

あ
っ
た
」
田
と
表
白
す
る
°
鰍
者
が
、
好
ん
で
第
三
者
の
言
を
冒
頭
に
掲

げ
る
の
は
、
ロ

ジ
ャ
に
す
ぐ
れ
た
歴
史
家
が
い
な
い
か
ら
で
は
な
い
°

ョ

ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ャ

に
ま
た
が
り
、
世
界
の
陸
地
の
六
分
の
一
を
占
め
る

多
民
族
国
家
の
歴
史
を
学
ぶ
た
め
に
は
、
ロ
ジ

ヤ
人
自
身
の
見
解

以
上

に
、
さ
ら
に
客
観
的
な
距
離
と
振
幅
が
必
要
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
°
ロ

ジ
ヤ
史
の
流
れ
か
ら
み
れ
ば
、
日
露
関
係
史
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
も
、
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い
わ
ば
一
脈
の
支
流
に
す
ぎ
ず
、
ス
ラ
ヴ
民
族
の
奔
放
な
ア
ジ
ヤ
進
出
に

と
も
な
う
派
生
史
実
で
あ
る
。

一
八
世
紀
初
頭
ま
で
に
、
ジ
ベ
リ
ヤ
と
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
を
征
圧
し
た
ロ

ジ
ヤ
人
の
多
く
は
、
牒
奴
制
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
た
自
由
民
コ
サ
ッ
ク

や
、
官
憲
か
ら
追
放
さ
れ
た
囚
人
た
ち
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
彼
等
が
単

に
群
盗
の
よ
う
に
猪
突
猛
進
し
て
、
搾
取
と
侵
略
だ
け
を
意
図
し
た
と
見

る
の
は
、
明
ら
か
に
公
平
で
は
な
い
。

ロ
ジ
ヤ
人
に
よ
る
北
太
平
洋
地
域

の
開
発
は
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
お
よ
び

ロ
ジ
ャ
1
1
ア
メ
リ
カ
会
社
の
歴
史
を

研
究
し
た
オ

ー
ク
ニ
教
授

(C.
5
.
 O
K
y
H
b
)

に
よ
れ
ば
、
彼
等
の
進
出

は
、

一
八
世
紀
初
頭
ま
で
続
い
た
ロ
ジ
ヤ
経
済
の
深
刻
な
危
機
、
す
な
わ

ち
貨
幣
価
値
の
低
下、

主
と
し
て
洵
外
か
ら
輸
人
し
た
金
属
を
新
鋳
し
た

銀
貨
の
発
行
、
ロ
シ
ヤ
南
部
に
お
け
る
近
東
政
策
の
波
紋
を
背
景
と
し
て

行
な
わ
れ
た
。
と
く
に
、
各
種
租
税
の
滞
納
に
よ
っ
て
、
ロ
シ
ヤ
政
府
が

輸
出
商
品
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ジ
ベ

リ
ヤ
の
黒
紹
毛
皮
に
済
目
し
、

。ヒ
ョ

ー
ト
ル
大
帝
が
、

一
六
九
七
年
九
月
、
ト

ボ
リ
ス
ク
の
骰
族
に
訓
令
を
発

し
、
新
た
な
土
地
の
発
見
と
、
毛
皮
類
に
よ
る
徴
税
を
制
定
し
て
、
国
家

に
よ
る
黒
紹
交
易
の
独
占
に
踏
切
っ
た
こ
と
は
、
ロ

ジ
ヤ
植
民
政
策
の
道

標
を
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
四
。
政
府
よ
り
も
人
民
に
よ
る
植
民
で
あ

る
と
説
く
。
ヘ

ア
ズ
教
授
と
、
帝
制
ロ
シ
ャ
の

ツ
ァ
ー
リ
ズ
ム
に
も
と
づ
く

植
民
政
策
を
強
調
す
る
オ

ー
ク
ニ
教
授
と
は
、
互
い
に
矛
盾
す
る
よ
う
で

あ
る
が
、
実
は
、
両
者
の
意
見
は
、
表
襄
一
体
を
な
し
た
正
論
な
の
で
あ

る。

ス
ラ
ヴ
民
族
東
漸
の
歴
史
、
と
く
に
ジ
ベ
リ
ヤ
植
民
史
を
研
究
し
た

モ
ス
ク
ワ
大
学
の
バ
フ
ル
ー
ジ
ソ
教
授

(
C
e
p
r
e
i"
 
i
 B
J
I
3
)l
H
M
H
p
0
B
H'-I 

フ
ヴ
ォ
ス

ト
フ
文
害
考

G
a
x
p
y
 E
臣

）
は
、
ジ
ベ
リ
ヤ
は
一
六
世
紀
い
ら
い
ロ
ジ
ヤ
国
民
の
企
業

心
と
精
力
を
ひ
き
つ
け
、
自
然
発
生
的
な
自
由
移
民
の
奔
流
と
、
政
府
の

人
為
的
政
策
と
の
二
重
の
。
フ
ロ
セ
ス
を
経
て
獲
得
さ
れ
た
と
の
べ
、
ウ
ラ

ル
か
ら
太
平
洋
に
い
た
る
全
領
域
の
征
服
を
も
っ
て
完
逐
さ
れ
た
北
東
ア

ジ
ャ
ヘ
の
ロ
ジ
ャ
人
の
進
出
は
、史
家
ク
リ
ュ
チ
ェ
フ
ス
キ

ー
(
B
a
CHJIHI1

0
C
H
!
l
0
B
WI
 K
J
I
1
0
'
l
e
B
C
K
I
1
h
)
が
、
労
作
『
ロ
ジ
ヤ
史
教
程
』
＠
の
な
か

で
解
明
し
た
よ
う
に
、

ロ
ジ
ヤ
民
族
が
植
民
的
方
法
を
も
っ
て
行
な
っ
た

東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
平
原
占
領
の
長
い
歴
史
過
程
の
延
長
に
ほ
か
な
ら
な
い
と

論
じ
て
い
る
0

バ
フ
ル
ー
ジ
ン
教
授
は
、
そ
の
進
出
の
特
徴
、
領
土
獲
得

の
方
法
と
目
的
、
移
住
民
た
ち
が
そ
の
土
地
で
定
住
す
る
諸
関
係
は
、

一

七
世
紀
に
お
い
て
も
、
ま
た
そ
れ
以
後
に
お
い
て
も
、
フ
ィ
ソ
族
が
支
配

し
て
い
た
時
代
の
ヴ
ォ
ル
ガ
沿
岸
地
方
に
お
け
る
ス
ラ
ヴ
民
族
の
植
民
方

法
を
反
復
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
ウ
ラ
ル
以
東
に
た
い
す
る
植
民
の

現
象
を
研
究
す
れ
ば
、
幾
世
紀
か
の
昔
に
ロ
ジ
ャ
の
本
土
で
起
こ
っ
た
諸

諸
の
。
フ
ロ
セ
ス
が
具
体
的
に
う
か
が
わ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
ぃ
。

さ
ら
に
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、

ロ
ジ
ャ
人
の
ア
ジ
ヤ
進
出
に
と
も
な
う

幾
多
の
学
術
的
成
果
で
あ
る
°
ェ
ー
ル
大
学
の
ロ
ジ
ャ
史
研
究
家
ジ
ョ

ー

ジ
・
ヴ
ェ
ル
ナ
ド
ス
キ

ー
教
授

(
G
e
o
r
g
e
V
e
r
n
a
d
s
k
y
)

は
、
。ヒョ

ー

ト
ル
大
帝
の
死
と
エ
カ
テ
リ
ナ
ニ
世
の
即
位
の
間
、
一
七
二
五
年
か
ら
一

七
六
二
年
に
い
た
る
半
世
紀
は
、
ロ
ジ
ャ
の
新
た
な
東
方
政
策
の
基
本
線

が
樹
立
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
と
の
べ

、
極
東
お
よ
び
近
東
に
そ
の
た
め
の

指
標
を
与
え
た
の
は
。
ヒ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
で
あ
り
、
中
国
お
よ
び
日
本
と
の

国
家
的
関
係
の
推
進
、
ベ
ー
リ
ン
グ
探
検
隊
の
組
織
に
よ
る
北
方
海
域
の
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学
術
的
解
明
の
意
義
に
つ
い
て
概
述
す
る
。
ま
た
、
一
七
六
二
年
か
ら
一

七
九
六
年
ま
で
の
エ
カ
テ
リ
ナ
ニ
世
の
治
世
は
、
ロ
ジ
ャ
の
対
外
政
策

の
関
心
を
、
極
東
お
よ
び
中
東
か
ら
近
東
お
よ
び
西
欧
へ
移
し
た
時
期

で
、
極
東
は
個
人
的
商
人
の
進
取
に
委
ね
ら
れ
、

一
八
世
期
後
半
に
は
、

露
領
ア
メ

リ
カ
（
主
と
し
て
ア
ラ
ス
カ
）
お
よ
び
そ
の
近
傍
に
ロ
ジ
ャ
植

民
地
を
建
設
し
た
「
ロ
ジ
ャ
の
コ

ロ
ン
プ
ス
」

|

|

ジ
ェ

リ

ー

ホ

フ

(
f
p
H
r
O
p
H
fi 
Y
l
B
a
H
O
B
H
'
I
 l
l
l
e
J
I
H
X
O
B
)

の
江
H

動
に
着
目
し
て
い
る
°
ッ

ェ
リ
ー

ホ
フ
は
、

二
八
オ
で
ジ
ペ

リ
ヤ

に
移
住
し
、
一
七
七
七
年
ク

リ
ー

ル
（
千
島
）
列
島
へ
の
最
初
の
船
（
商
船
型
ナ
タ
リ
ヤ
号
ー
第
者
）
を
傭

い
、
つ
い
で
ア
レ
ウ
ト
（

ア
リ
ュ
ー

シ
ャ
ン
）

列
島
へ
の
航
海
を
行
な
っ

た
。
一
七
八
四
年
、
彼
は
、
シ
ペ
リ
ヤ
の
豪
商
ゴ
リ
コ
フ

(v!
.
J,!
.
 fO
J
I
H
 ,
 

K
O
B
)

一
味
と
貿
易
会
社
を
創
立
し
、
ア
ラ
ス
カ
沿
岸
の
カ
デ
ィ
ヤ
ク
島

を
中
心
と
し
て
、
原
住
民
か
ら
海
豹
や
海
狸
の
高
価
な
毛
皮
を
徴
集
し
つ

つ
次
第
に
勢
力
を
拡
張
し
、

一
七
九
七
年
に
設
立
し
た
「
合
同
ア
メ
リ
カ

会
社
」
は
、
一
八

0
0年
十
月
に
「
ロ
ジ
ャ
1
1
ア
メ
リ
カ
会
社
」
に
発
展

し
た
固
0

こ
の
間
の
変
遷
に
つ
い
て

、
ソ
ビ
エ
ト
の
東
洋
学
者
バ
ル
ト
リ

ド
教
授

(
B
a
C
H
m
i
f
I

8
J
i
a
,ll
H
M
H
p
0
B
H'I 
6
a
p
T
O
J
l
b
,
l
l
)

は
、
つ
ぎ
の
よ

う
に
書
い
て
い
る
o

前
枇
紀
か
ら
一
九
批
紀
へ
受
け
つ
が
れ
た
学
術
的
諸
問
題
の
ひ
と
つ

は
、
日
本
列
局
と
ア
ジ
ヤ
沿
岸
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
問
題
で

、
日
本

人
と
通
商
関
係
を
確
立
す
る
経
済
問
題
も
ま
た
こ
れ
に
関
連
し
て
い

た
。
こ
の
こ
と
は

、

ロ
シ
ャ
1
1
ア
メ
リ
カ
会
社
に
と
っ
て
特
別
な
意
義

を
も
っ
て
い
た
0

日
本
沿
岸
の
調
査
は
、
ロ
シ
ャ
が
企
画
し
た
第
一
回

世
界
周
航

(Ko-――ー
Ko-（
)
の
主
要
な
目
的
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
°
こ

の
遠
征
隊
の
隊
長
に
は

、
海
軍
大
尉
（
の
ち
の
海
軍
大
将
）
ク
ル
ー
ゼ

ン
シ
ュ
テ
ル
ン

(
l
1
B
a
H
<
P
e
.
n
:
o
p
o
s
H
q
 K
p
y
3
e
H
l
l
l
T
e
p
H
)

が
任
命
さ

れ
、
日
本
人
と
の
外
交
交
渉
の
た
め
に
は
、
侍
従

官

レ

ザ

ー

ノ
フ

(
H
H
K
O
J
J
a
f
i
 I
T
e
T
p
o
s
H
q
 P
e
3
a
H
o
B
)

が
遠
征
隊
に
参
加
す
る
こ
と
に

な
っ
た
°
レ
ザ
ー
ノ
フ
は
、
シ
ェ
レ

ー
ホ
フ
（
原
文
の
ま
ま
0

シ
ェ
リ

ー
ホ
フ
と
同
一
人
物
ーー
箪
者
）
の
女
壻
で
、
そ
の
嗣
子
は
ロ
シ
ャ
1
1
ア

メ
リ
カ
会
社
支
配
人
の
要
職
に
あ
っ
た
°
ク
ル

ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
の

遠
征
隊
は
、
そ
の
学
術
上
の
任
務
を
果
た
し
て
、
日
本
列
局
の
諸
島
の

位
骰
を
は
じ
め
て
解
明
し
た
°
し
か
し
、
ロ
シ
ヤ
人
は

、
ラ
ク
ス
マ
ン

に
与
え
ら
れ
た
信
牌
を
持
っ
て

、
日
本
人
が
指
定
し
た
長
崎
港
へ
到
達

し
た
が
、
日
本
と
の
通
商
関
係
を
確
立
す
る
試
み
は
成
功
し
な
か
っ

た
0

日
本
人
が
ロ
シ
ヤ
人
と
関
係
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
の
は
、
お
そ

ら
く
独
占
の
巨
利
を
博
し
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
人
の
影
梱
が
若
干
あ
っ
た

よ
う
に
お
も
わ
れ
る
°
そ
の
上
、
レ
ザ
ー
ノ
フ
は
、
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ

テ
ル
ン
と
の
間
に
個
人
的
な
誤
解
が
あ
っ
て
、
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル

ン
か
ら
当
然
の
援
助
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
（
エ
カ
テ
リ
ナ
ニ
世
と
同
様

に
、
ク
ル

ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
は

、
日
本
と
通
商
関
係
を
締
結

し
て

も
、

ロ
シ
ャ
に
と
っ
て
は
大
し
た
意
義
は
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ

る）
o

レ
ザ
ー
ノ
フ
は
、
日
本
人
の
固
晒
に
憤
慨
し
て
、
二
名
の
士
官

I
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ

(
H
H
K
O
J
J
a
fi

A
J
J
e
K
c
a
H
.
n
:
p
o
B
H
"
I
 
X
s
o
C
T
o
s
)
 

と
ダ
ヴ
ィ
ド
フ

(
f
a
1
3
p
H
H
J
Jl1BaHQBHq

)]:
aBbl

.ll:OB)~ 

命
じ
て
日
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本
沿
岸
を
製
焙
し
、
海
岸
の
数
個
村
を
掠
蒋
さ
せ
た
の
で
、
結
局
は

n

本
人
の
対
鋸
感
情
を
一
庖
悪
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
°
レ
ザ
ー
ノ
フ

の
行
為
は
重
大
な
責
任
問
題
と
な
り
、
彼
は
部
下
の
士
官
に
責
任
を
転

嫁
し
よ
う
と
試
み
た
が
、
シ
ベ
リ
ヤ
経
由
で
帰
国
の
途
中
、
ク
ラ
ス
ノ

ャ
ル
ス
ク
で
死
亡
し
た
°
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
と
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
は
、
幸

い
に

し
て

日
本
人
の
報
復
を
免
が
れ
た
が

、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
吊
橋
の

上

っ

て
い
る
夜
半
に
、
ネ
ヴ
ァ
河
を
渡
ろ
う
と
し
て
溺
死
し
た
°

一
八
―
一
年
に
派
造
さ
れ
た
つ
ぎ
の
遠
征
隊
は

、
さ
ら
に
ひ
ど
い
失

敗
に
終
わ
っ
た
°
隊
長
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン

(
B
a
e
芝
I
H
H

M
H
X
8
H
J
I
0
B
W
!
 

r
g
 
O
B
H
H
H
)

は
、
日
本
人
に
捕
縛
さ
れ
、

一
八
一
三
年
に
な
っ
て

、

副
艦
長
リ
コ
ル
ド
（
コ
e
T
p

l
1
B
a
H
O
B
H
'
I
 
P

H
K
O
p
.D.)

の
助
力
に
よ
っ

て
よ
う
や
く
釈
放
さ
れ
た
°
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
と
同
様
に
リ
コ
ル
ド
も
ま
た

そ
の
航
悔
記
録
を
出
版
し
た
°
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
の
手
記
『
日
本
幽
囚
記
』

は
、
幽
閉
の
記
録
以
外
に

、
こ
の
国
家
と
民
族
に
関
す
る
若
干
の
梢
報

と
日
本
語
研
究
上
の
多
少
の
賓
料
を
含
ん
で
い
る

1610

右
の
バ
ル
ト

リ
ド
教
授
の
記
述
中
、

レ
ザ
ー
ノ
フ
の
対
日
交
渉
失
敗
の

一
因
と
し
て
、
オ
ラ
ン

ダ
商
人
の
干
渉
を
あ
げ
て
い
る
が
、
レ
ザ
ー
ノ
フ

来
航
当
時
(
K
O四
•

文
化
元
年
）、

長
崎
の
日
本
商
館
付
甲
比
丹
を
つ
と

め
て

い
た
、

ヘ
ン

ド
リ

ッ
ク

・
ド
ゥ
ー

フ

(
H
e
n
d
r
i
k
D
o
eff)

は
、
そ

の
『
回
想
録
』
に
お
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
。

フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
文
書
考

レ
サ
ノ
ッ
フ
氏
は
政
府

・
亜
細
亜
領
地
評
説
員

・
及
艇
国
駐
在
和
蘭

公
使
の
祁
状
を
予
に
渡
せ
し
が
、
此
等
は
皆
レ
サ
ノ
ッ
フ
氏
を
親
切
に

待
遇
す
る
こ
と
及
其
計
画
を
指
助
す
る
こ
と
を
切
に
勧
告
せ
り
°
予
は

＇

此
等
の
芯
状
に
つ
き
て
熟
考
せ
し
結
果
、
レ
サ
ノ
ッ
フ
氏
に
対
し
て

は
、
露
国
の
使
節
と
し
て
出
来
得
る
限
り
親
愛
の
情
を
示
す
こ
と
と
せ

り
0

さ
れ
ど
第
二
の
点
に
閑
し
て
は
、
予
は
欧
州
の
政
府
よ
り
も
日
本

の
実
情
を
熟
知
す
る
を
以
て

、
特
に
之
を
考
應
す
る
こ
と
、
又
一
般
外

国
人
に
対
す
る
態
良
に
つ
き
て

、
予
て
予
が
バ
タ
ヴ
ィ
ヤ

よ
り
受
け
た

る
命
令
を
も
考
胞
に
囮
く
こ
と
と
な
せ
り
°
予
は
日
本
に
在
留
を
許
さ

れ
た
る
唯
一
の
欧
州
国
家
の
商
館
長
な
り
°
然
し
て
予
は
其
の
法
度
及

古
来
の
慎
例
が
、
他

の
欧
州
国
民
の
入
国
を
厳
禁
す
る
こ
と
を
知
る
o

今
若
し
我
等
が
鋸
国
人
の
為
に
仲
介
の
労
を
執
ら
ば
、
日
本
人
は
我
等

和
蘭
人
に
対
し
て
如
何
な
る
感
想
を
作
す
べ
き
か
°
此
事
が
疑
深
き
日

本
人
を
し
て
我
等
に
対
し
て
疑
念
を
抱
か
し
め
ざ
る
べ
き
か
°
恐
ら
く

役
等
は
函
国
人
を
拒
絶
す
る
他
の
理
由
を
も
考
出
せ
ん
。
即
ち
彼
等
は

蘭
露
両
国
が
日
本
帝
国
に
対
し
、
共
同
し
て
陰
謀
を
企
つ
る
が
為
に
、

我
等
が
●
竪
国
人
の
諮
願
を
援
助
す
る
も
の
と
確
信
す
る
に
至
る
べ
し
、

此
故
に
予
は
日
露
間
の
一
切
の
交
渉
及
後
者
の
企
図
に
つ
き
て
は
、
全

然
関
係
せ
ざ
る
こ
と
に
決
心
せ
り
り
。

さ
ら
に
、
ド
ゥ

ー
フ
商
館
長
は
、
ロ
ツ
ヤ
遠
征
隊
に
た
い
し
て
は
、
通

商
以
外
の
件
、
す
な
わ
ち
長
崎
滞
留
中
の
か
蹄
船
の
碇
泊
地
の
安
全
、
乗
組

員
へ
の
食
粗
の
供
給
な
ど
に
十
分
の
配
感
を
行
な
っ
た
事
実
を
記
録
し
て

い
る
°
従
っ
て

、
ド

ゥ
ー
フ
の
態
度
は
至
っ
て
公
正
で
あ
り
、
レ

ザ
ー
ノ
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フ
の
対
日
交
渉
を
妨
害
し
た
証
拠
は
見
出
だ
し
得
な
い
の
で
あ
る
°
ロ
ジ

ヤ
側
は
、
オ
ラ
ソ
ダ
人
が
日
本
と
の
交
易
を
独
占
し
て
い
る
と
い
う
先
入

観
に
加
え
て
、
オ
ラ
ソ
ダ
側
が
甜
極
的
に
ロ
ジ
ャ
の
通
商
交
渉
に
協
力
し

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
交
渉
失
敗
の
一
因
を
オ
ラ
ン
ダ
に
帰
し
た
の
で
あ

ろ
う
が
、
こ
れ
は
飛
躍
し
た
見
解
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
0

バ
ル

ト
リ
ド

教
授
の

よ
う
な
す
ぐ
れ
た
学
究
が
、
オ
ラ
ン
ダ
側
の
態
度
に
疑
義
を
さ
し

は
さ
ん
で
い
る
の
は
、
い
か
な
る
根
拠
に
も
と
づ
く
の
か
不
明
で
あ
る
o

筆
者
と
し
て
は
、
む
し
ろ
バ
ル

ト
リ
ド
教
授
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

レ
ザ
ー
ノ
フ
使
節
と
ク
ル

ー
ゼ
ン
ツ
ュ
テ
ル
ン
遠
征
隊
長
と
の
間
の
意
見

の
相
迎
ー
ー
こ
れ
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
ロ
ジ
ャ
1
1
ア
メ

リ
カ
会
社
の
立

場
と
、
ロ

ジ
ャ
本
国
の
軍
事
的
見
解
と
の
相
違
を
示
す
も
の
と
み
て
差
支

え
な
い
と
お
も
う
が
、
こ
う
し
た
ロ
ジ
ヤ
側
内
部
の
不
和
も
ま
た
看
過
し

え
な
い
事
情
で
あ
る
と
考
え
る
°
柏
民
政
策
の
実
力
者
が
、
対
日
通
商
を

主
眼
と
し
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
が
、
一
方
、

ロ
ツ
ヤ
最
初
の
世
界
周
航

と
い
う
壮
挙
の
リ
ー
ダ
ー
に
と
っ
て
は
、
対
日
交
渉
だ
け
が
す
べ
て
で
は

な
く
、
バ
ル

チ
ッ
ク
海
か
ら
太
平
洋
へ

、
さ
ら
に
北
方
、
南
方
海
域
の
十

分
な
学
術
的
調
査
と
い
う
大
き
な
指
標
を
掲
げ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
°
ク
ル
ウ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
の
計
画
が
、
い
か
に
辿
大
か
つ
周
到
で

あ
っ
た
か
、
ま
た
、
彼
の
遠
征
隊
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
成
果
が
世
界

史
的
意
義
に
お
い
て
評
価
さ
れ
る
所
以
は
、

『
ク
ル
ウ
ゼ
ン
ジ
ュ
テ
ル
ン

日
本
紀
行
』
の
訳
注
者
羽
仁
五
郎
氏
の
巻
頭
序
説
に
詳
し
い
凹
0

ド
ウ

ー

フ
商
館
長
は
、
レ

ザ
ー
ノ
フ
使
節
に
た
い
す
る
日
本
側
の
態
度
に
言
及
し

て
、

斯
か
る
間
に
一
八

0
五
年
と
な
り
し
が
、
未
だ
何
等
茄
府
の
決
定
を
聞

か
ず
°
さ
れ
は
使
節
の
忍
耐
し
難
き
も
当
然
に
て
、
通
詞
及
番
所
衆
は
回

答
の
遅
延
に
つ
き
て
閣
下
の
機
嫌
を
損
ぜ
ら
る
や
う
苦
心
せ
り
°
我
等
和

曲
人
は
、
日
本
人
と
の
交
渉
に
於
て
、
斯
＜
緩
慢
な
る
多
く
の
慣
習
の
避

け
難
き
を
知
る
を
以
て
、
之
に
恨
ら
さ
る
°
然
れ
ど
も
強
大
な
る
皇
帝
の

使
節
と
し
て
派
造
せ
ら
れ
た
る
者
を
し
て
、
六
ヶ
月
間
も
回
答
を
待
た

し

む
る
は
、
実
に
不
都
合
と
い
ふ
べ
し
o

（
中
略
）
遂
に
二
月
に
至
り
て
、

我
等
は
江
戸
よ
り
近

日
使
者
の
来
る
こ
と
を
知
り
た
り
°
奉
行
は
厖
国
使

節
に
会
見
を
許
す
に
当
り
、
予
の
乗
物
を
借
用
せ
ん
こ
と
を
所
望
せ
し
が

故
に
、
予
は
直
に
之
を
承
諾
せ
り
0

さ
れ
ど
江
戸
よ
り
使
者
（
遠
山
金
四

郎
）
の
到
着
は
遅
延
し
て
三
月
末
と
な
り
、
従
っ
て
使
節
の
出
頭
は
四
月

四
日
（
西
暦
）
と
な
り
た
り
°
其
際
日
本
官
憲
の
外
国
人
に
対
す
る
疑
心

は
極
度
に
現
は
れ
、
使
節
の
行
列
の
通
行
す
る
所
、
人
家
は
総
て
簾
を
垂

れ
て
閉
し、

小
路
の
分
る
A

所
は
板
を
以
て
塞
ぎ
た
り
°
又
長
崎
の
住
民

は
行
列
に
近
き
街
路
に
出
づ
る
こ
と
を
厳
禁
せ
ら
れ
、
職
務
上
已
む
を
得

ざ
る
者
の
外
は
、
身
体
を
現
は
す
こ
と
を
得
ず
°
故
に
臨
国
人
は
市
街
も

住
民
も
地
も
視
察
す
る
こ
と
能
は
ざ
り
き
°
斯
か
る
周
到
な
る
警
戒
に
よ

り
て
予
は
使
節
の
交
通
自
由
の
諮
願
は
聴
許
せ
ら
れ
ざ
る
も
の
と
察
知
せ

り
団
°
と
の
べ
て
、
日
本
側
の
強
硬
な
姿
勢
を
伝
え
て
い
る
。
幕
府
の
ほ

と
ん
ど
非
礼
に
近
い
態
度
に
つ
い
て
は
、
司
馬
江
悦
が
『
春
波
楼
筆
記
』

に
お

い
て
、

魯
西
亜
の
使
者
を
半
年
長
崎
に
留
め
上
陸
を
も
免
さ
ず
、
其
の
上
彼
等

が
意
に
戻
り
、
且
其
の
返
答
甚
だ
失
敬
、
不
遜
、
魯
西
亜
は
北
方
の
辺
地
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不
毛
の
土
に
し
て
下
国
な
り
と
雖
も
大
国
に
し
て
屈
国
も
亦
多
し
、

一
概

に
夷
秋
の
ふ
る
ま
ひ
非
礼
な
ら
ず
や
°
レ
ザ
ノ
ッ
ト
は
彼
の
国
の
王
の
使

者
な
り
、
王
は
吾
国
の
王
と
異
な
ら
ん
や
、
夫
礼
は
人
道
教
示
の
恭
と

す
、
之
を
榜
へ
ば
位
官
正
し
き
に
裸
に
な
り
て
立
つ
が
如
し
、
必
や
吾
国

の
人
を
彼
等
究
獣
の
如
く
思
ふ
な
る
べ
し
、
嗚
呼
慨
哉
⑩
o

と
長
歎
息

し
、
松
平
定
信
も
ま
た
『
婆
心
録
』
に
、

日
本
の
人
は
砧
せ
は
（
ま
力
）
＜
し
て
オ
小
也
、
故
に
只
船
と
て
も
岸

を
は
な
れ
ず
こ
ぎ
行
た
ぐ
ひ
に
て
、
江
戸
の
も
の
は
、
か
な
川
の
海
さ
へ

し
ら
ず
、

又
み
る
事
を
欲
せ
ず
、
其
心
を
も
て
蛮
梢
を
は
か
る
故
皆
大
に

馴
甑
す
、
（
中
略
）
ヲ
ロ
シ
ャ
も
日
本
へ
は
不
通
と
諸
蛮
国
も
い
え
ば
是

非
通
じ
た
く
思
ふ
は
も
と
よ
り
人
情
也
、
こ
と
に
紅
毛
日
本
に
通
ず
る
故

に
て
富
を
極
む
事
、
蛮
国
皆
こ
ぞ
り
て
羨
む
所
也
、
故
に
ヲ
ロ
シ
ャ
こ
れ

に
は
毀
を
い
と
は
ず
何
十
年
の
力
を
も
て
や
う
や
う
先
頃
長
崎
へ
至
り
、

こ
の
た
び
こ
そ
通
商
出
来
る
こ
と
A

思
ひ
て
、
す
で
に
前
年
よ
り
諸
蛮
夷

へ
そ
の
旨
ふ
れ
造
す
ほ
ど
の
勢
な
り
、
し
か
る
に
わ
け
も
な
く
お
ひ
か
へ

さ
れ
し
か
ば
国
の
面
目
を
失
ふ
に
よ
っ
て
大
に
い
か
り
し
也
闘
°
と
論
じ

て
、
当
時
の
祁
府
当
局
の
井
底
蛙
風
を
い
ま
し
め
て
い
る
°
従
っ
て
、
鎖

国
制
度
下
の
日
本
に
お
い
て
も
、
一
九
世
紀
初
頭
と
も
な
れ
ば
、
か
な
り

海
外
の
事
箭
に
通
じ
た
識
者
が
悲
出
し
、
各
々
一
流
の
批
判
精
神
を
発
椰

し
て
、
日
本
の
国
力
を
前
進
さ
せ
よ
う
と
念
じ
て
や
ま
な
か
っ
た
。

一
八
〇
六
年
（
文
化
三
年
）
秋
、
レ
ザ
ー
ノ
フ
の
部
下
で
、
ロ
シ
ャ

II

ア
メ
リ
カ
会
社
附
の
海
軍
大
尉
ニ
コ
ラ
イ

・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ

フ
ヴ
ォ
ス

ト
フ
は
、
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
ュ
ノ
ナ

(ep
e
r
a
r
《

f
O
t
t
o
H
a
》
)
に

フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
文
害
考

駕
し
て
、
突
如
サ

ハ
リ

ン
（
樺
太
）
島
南
部
ア

ニ
ワ
（
楠
渓
）
湾
の
日
本

部
落
を
急
襲
し
た
。
本
件
は
、
翌
文
化
四
年
（
一
八
0
七
）
に
、

ジ

ラ

ヌ

ジ

（
白
主
）
巡
検
中
の
松
前
藩
北
蝦
夷
地
支
配
役
柴
田
角
兵
衛
に
よ
っ
て
、

は
じ
め
て
藩
主
に
報
告
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
、
都
府
は
、
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ

署
名
の
樺
太
占
領
宣
言
に
接
し
て
葱
倒
し
た
。
し
か
も
、
こ
の
年
の
春
、

ま
た
も
や
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
と
士
官
候
補
生
ガ
プ
リ
ー
ル

・
イ
ワ

ー
ノ
ヴ
ィ

ッ
チ

・
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
の
ユ
ノ
ナ
、
ア
ヴ
ォ
ス

(
T
e
H
A
e
p
《

A
B
0
C
b
》
)
両

艦
に
よ
る

ニ
ト
ロ

フ
島
そ
の
他
の
攻
撃
が
繰
返
さ
れ
、
ナ
イ
ホ
（
内
浦
）
、

ジ
ャ
ナ
（
紗
那
）
、
ル
ウ
タ
カ
（
留
多
加
）
の
各
地
で
掠
奪
を
行
な
い
、

レ
プ
ン
ジ
リ
（
礼
文
島
）
沖
で
は
、
松
前
の
商
船
宜
幸
丸
、
藩
船
貞
祥
丸

を
製
っ
て
釈
荷
、
武
器
を
奪
い
、
さ
ら
に
リ
イ
シ
リ
（
利
尻
品
）
沖
で
、

官
船
万
春
丸
、
商
船
誠
竜
丸
を
焼
打
に
か
け
る
と
い
う
暴
挙
に

出

た
。

『
日
露
関
係
北
日
本
史
料
』
の
著
者
ポ
ズ
ド
ネ
ー
エ
フ
教
授
(
J
l
:
H
M
!
U
p
m
'
,
¥

M
•
コ
0
3
A
H
e
e
a
)
t!
、

『
文
化
度
蝦
夷
日
記
』
（
一
八
0
B
ー
一
八
一
八
）
、
『
文
化

乙
丑
魯
西
亜
人
渡
来
記
』
（
一
巻
°
一
八
〇
翌
推
定
）
、
『
千
葉
政
之
進
節
記
』

（
一
巻
°
一
八
0
七）
、
『
蝦
夷
文
化
録
』
（
一
巻
）
、
『
蝦
夷
地
騒
動
聞
書
実
録
』

（一

巻
°
一
八
0

七）
、
『
蝦
夷
記
聞
』
（
四
巻
°
一
〈
O
匹）
、
『
同
上
』
（
五
巻
°
一
八
〇

七）
、

『
蝦
夷
乱
届
書
』
（
一
巻
°
一
八
0
四
-
1
<
1
<
)
、
『
蝦
夷
騒
擾
邸
報
』

（一

巻
°
一
八
0

七）
、
『
蝦
夷
騒
乱
記
』
（
一
巻
）
、
『
蝦
夷
裸
記
』
（
一
巻
）
、
『
東
蝦

夷
ク
ナ
ツ

リ
島
乱
』
（
一
巻
）
、
『
北
舒
小
誌
』
（
二
巻
）
、
『
北
密
小
誌
抄
』

（
二
巻
）
、
『
北
地
実
記
』
（
二
巻
）
、
『
北
磋
小
録
』
（
一
巻
）
、
『
北
陣
杞
憂
』

（
一
巻
°
一
八
0

七）
、
『
北
秋
肺
肝
』
（
姫
路
滞
一
色
広
信
撰
°
一
五
巻
°
一
八
五

六）
、
『
氷
海
製
盗
記
』
（
新
楽
間
斐
撰
°
一
巻
°
一
八
0
七）
、
『
夷
乱
事
略
』
（

一
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巻
°
一
八0七
—
K
O八
）、

『
伊
藤
見
達
筆
記
』
（
一
巻
o
I
 

＾
O
七
）
、
『
海
防
至
要

秘
録
』
（
二
巻
）
、
『
観
火
録
附
録
』
（
一
巻
°
一
八
01
―
-
）
、
『
嘉
陵
腹
談
』
（
ニ

巻
°
一
八
〇
八
）
、
『
見
達
物
語
』
（
二
巻
）
、
『
休
明
光
記
』
（
羽
太
正
毅
撰
0

九

巻
°
一
七
究
ー
一
八
0

七）
、
『
休
明
光
記
附
録
』
（
羽
太
正
旋
撰
°
一
巻
°
一
八
O-
―l)
、

『
休
明
光
記
附
録
別
巻
』
（
四
巻
）
、
『
休
明
光
記
追
稿
』
（
六
巻
）
、
『
目
さ

ま

し

』
（

一
巻
°
一
八0七
）、

『
二
斐
諒
奇
』
（
久
保
田
見
達•
新
楽
問
斐
共
撰
°

五
巻
）
、
『
大
村
治
五
平
口
書
』
（
一
巻
°
一
八
0
七）
、
『
俄
羅
斯
人
蝦
夷
乱
記
』

（
三
巻
）
、
『
俄
羅
斯
人
応
接
上
申
書
』
、
『
俄
羅
斯
人
取
ヵ
ワ
セ
書
付
』
、
『佐

口
宗
四
郎
上
書
』
（
一
巻
°
一
八
〇
六
）
、
『
靖
北
録
同
拾
追
』
（
六
巻
）
、
『
丁
卯

筆
記
』
（
一
巻
°
一
八
0

七
推
定
）
、
『
秋
艦
事
略
』
（
七
巻
）
、
『
東
奥
辺
諏
異
事
』

（
二
巻
）
、
『
通
航
一
覧
』
（
林
輝
編
°
三
二
二
巻

・
附
録
二
三
巻
°
一
八
五
＿
―
-
）
、

『
野
人
独
話
』
（
一
巻
）
、

『
有
北
紀
聞
』
（
一
巻
）
、

『
未
曾
有
後
記
』
(
-
―
―

巻）
、
『
続
未
曾
有
後
記
』
（
二
巻
）
な
ど
の
写
本
を
、

主
と
し
て
『
国
書

解
題
』
お
よ
び
『
続
々
群
書
類
従
』
第
四
巻
に
よ
っ
て
掲
示
し
て
い
る
⑬
o

し
か
も
、
こ
れ
ら
の
写
本
の
ほ
か
に
、
内
閣
文
庫
や
市
立
函
館
図
書
館
そ

の
他
に
も
多
数
の
文
献
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、
フ
ヴ

オ
ス

ト
フ
・
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
の
事
件
が
、
当
時
の
日
本
に
与
え
た
反
野
が
い

か
に
朝
野
を
席
捲
し
た
か
想
像
に
難
く
な
い
。
文
化
五
年
か
ら
翌
六
年
に

か
け
て
、
間
宮
林
蔵
、
松
田
伝
十
郎
の
樺
太
探
検
が
行
な
わ
れ
、
幕
府
の

蝦
夷
地
経
営
と
北
辺
野
備
が
本
格
的
な
も
の
と
な
っ
た
の
は
当
然
で
あ
る

が
、
文
化
八
年
の
ク
ナ
シ

リ
島
に
お
け
る
ス
ル
ー
プ
艦
デ
ィ
ア

ー

ナ

(E
臼
o
n

《昔
a
t
t
a
》
)
艦
長
．
コ
ロ
ヴ
ニ
ソ
少
佐

(
B
a
C
H
J
J
I
I
H

M
1
1
x
a
i1 ,
 

角

O
B
I
!
'
!

f
 g
 
O
B
H
I
I
H
)

以
下
七
名
の
捕
縛
に
よ
っ
て
、
日
露
間
の
紛
争
は

頂
点
に
達
し
た
か
の
観
を
呈
し
た
。
文
化
九
年
に
は
、
副
艦
長
リ
コ
ル
ド

（
コ
e
T
p
l
1
B
a
H
O
B
1
i
'
!
 
P
m
r
n
p
.ll)

に
よ
っ
て
、
観
世
丸
の
船
主
高
田
屋
嘉

兵
衛
と
水
主
四
名
が
捕
え
ら
れ
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
ヘ
連
行
さ
れ
た
。
し
か

し
、
嘉
兵
衛
は
終
始
沈
店
に
善
処
し
て
、
リ
コ
ル
ド
の
信
頼
と
尊
敬
を

得
、
リ
コ

ル
ド
も
ま
た
、
そ
の
手
記
か
ら
判
る
通
り
、
分
別
の
あ
る
高
潔

な
士
官
だ
っ
た
の
で
、
彼
我
の
真
剣
な
努
力
が
効
を
奏
し
て
、
日
rp
踏
関
係

は
一
応
和
解
の
段
階
に
到
箔
し
た
囮
°
か
く
て
、
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
事
件

は
、
ロ

ジ
ャ
帝
国
の
意
志
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
い
う
ロ
シ
ヤ
側
の
申
出

と
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
ド
ゥ

ー
フ
の
証
言
に
よ
っ
て
、
三
年
間
に
わ
た
っ

た
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
幽
囚
事
件
も
解
決
し
、
文
化

一
0
年
の
帰
国
と
な
っ
た
わ

け
で
あ
る
。
こ
の
間
の
迂
余
曲
折
に
関
し
て
は
、
わ
が
国
で
は
勿
論
、
ロ

ジ
ャ
、
オ
ラ
ン
ダ
そ
の
他
に
も
幾
多
の
記
録
や
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る

の
で
、
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
文
害
そ
の
も
の
の
考
察
を
焦
点
と
す
る
本
稲
に
お

い
て
は
、
以
上
の
概
述
に
と
ど
め
た
い
。

本
文
書
は
、
既
述
の
通
り
、
色
あ
せ
た
一
葉
の
美
涙
紙

(
6
8
X
 2
8
c
m
)
 

に
墨
書
し
た
涵
文
の
害
付
（
口
絵
参
照
）
で
あ
る
°
紙
面
の
左
肩
上
に
、
和

文
で
小
さ
く
「
銅
板
ノ
字
」
と
あ
り
、
そ
の
下
に
印
刷
体
の
露
文
が
四

行
、
行
を
改
め
て
、
や
は
り
和
文
で
「
仝
」
の
字
が
見
え
、
そ
の
下
に
同

じ
く
印
刷
体
の
露
文
が
五
行
（
以
上
は
い
ず
れ
も
銅
板
か
ら
転
写
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
）
、

さ
ら
に
行
を
お
い
て
、

比
較
的
長
い
吋
峠
文
が
筆
記

Il

大
槻
玄
沢
追
物
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
文
書
に
つ
い
て
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体
で
認
め
ら
れ
、
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
の
姓
で
終
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
本
文
書

の
全
文
を
邦
訳
す
る
と
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
o

〔
銅
板
ノ
字
〕
一
八
〇
六
年
一

0
月
一

0
日
、
ロ
ジ
ャ
の
フ
レ
ガ
ー
ト

•
ユ
ノ
ナ
当
地
に
来
航
し
、
一
村落
を
c
y
M
t
t
e
m
1
e

八
疑
惑
V
と

命

名
せ
り
0

〔仝
〕
一
八
0
六
年
一
0
月
―
一
／
二
三
（
新
暦
—
ー
ー
訳
者
）
日
、
ロ

ジ
ャ
の
フ
レ
ガ
ー
ト

•

ユ
ノ
ナ

当
地
に
来
航
し

、

一
村
落
を
』
I0
6
0
 ,
 

ITblT
C
T
B
O
八
好
奇

V
と
命
名
せ
り
0

一
八

0
六
年
一

0
月
―
―
／
三
―
-
日
、
海
軍
大
尉
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ

指
揮
の
下
に
、
ロ

ッ
ャ
の
フ

レ
ガ
ー
ト
・
ユ
ノ
ナ
は
、
サ
ハ
リ
ソ

島

な
ら
び
に
同
島
住
民
等
の

ロ
ジ
ヤ
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
至
仁

の
庇
設
下
に
服
厖
せ
る
証
と
し
て
、
ア
ニ
ヮ
湾
西
岸
に
位
置
す
る
一

村
落
の
長
老
に
ウ
ラ
ジ

ー
ミ
ル
綬
銀
褒
章
を
授
与
せ
り
°
溺
今
来
航

の
一
切
の
船
舶
は
、

ロ
ジ
ヤ
船
た
る
と
外
国
船
た
る
と
を
問
わ
ず
、

右
長
老
を
遇
す
る
に
ロ
ツ
ヤ
巨
籍
を
も
っ
て
さ
れ
ん
こ
と
を
請
う
0

こ
こ
に
自
署
、
家
紋
押
捺

ロ
ツ
ヤ
海
軍
大
尉

上
記
の
訳
文
中
、

c
y
M
t
t
e
1
r
n
e

〔
ス
ム
ニ
ィ
エ

ー
ニ
エ

〕
、
Jll0
 6
o
n
b1T' 

C
T
B
O
 
〔
リ
ュ
ボ
プ
イ

ト
ス
ト
ヴ
ォ
〕
は
、
そ
れ
ぞ
れ
英
語
の

d
o
u
b
t
,

c
u
r
i
o
s
it
y

に
相
当
す
る
。
〔
銅
板
ノ
字
〕
以
下
を
第
一
文
、
〔
仝
〕
以
下

フ
ウ
ォ
ス
ト
フ
文
害
考

フ
ヴ
ォ
ス

ト
フ

を
第
二
文
、
筆
記
体
の
部
分
を
第
一
一
＿
文
と
仮
称
す
る
こ
と
と
し
て
論
を
進

め
た
い
。
第
一
文
に
つ
い
て
は
、
ゴ
ロ
ヴ

ニ
ソ
の
手
記
に
、

つ
ぎ
の
よ
う

な
記
録
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し、

年
月
日
を
欠
い
て

い
る。

貞
助
と
熊
次
郎
が
、
日
本
紙
に
芯
か
れ
た
つ
ぎ
の
よ
う
な
写
し
を
も

っ
て
き
た
°
ー

「
ロ
シ
ャ
の
フ
レ
ガ

ー
ト

•

ユ
ノ
ナ
当
地
に
来
航
し

、

当
村
を
疑
惑
の
村
と
命
名
せ
り
」

I
ー
我
々
は
、

フ
ヴ
ォ
ス

ト
フ
が
日

本
の
或
る
一
村
落
に
、
こ

の
よ
う
な
銅
板
の
文
字
を
残
し
て
行
っ
た
こ

と
を
知
ら
さ
れ
た
0

日
本
人
ぱ
我
々
に
そ
の
意
味
を
説
明
す
る
よ
う
に

所
望
し
た
°
こ

こ
で
、

我
々
は
新
た
な
困
難
に
遭
遇
し
た
o

「
疑
惑
の

村
」
と
い
う
名
称
を
ど
う
説
明
し
た
も
の
か
、
ま
た
、
日
本
の
村
が
こ

う
し
た
風
に
呼
ば
れ
た
の
は
何
故
で
あ
る
か
°
我

々
が
、
疑
惑
と
い
う

言
葉
の
意
味
を

日
本
人
に

説
明
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
き
で
さ
え
、

彼
等
は
、
彼
等
自
身
で
我
々
が
意
味
を
と
り
違
え
な
か
っ
た
か
ど
う
か

疑
っ
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
彼
等
に
し
て
み
れ
ば
、
村
の
名
称
な
ど

の
場
合
に
、
こ

う
し
た
言
策
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
不
可
能
だ
と
考
え

て
い
た
か
ら
で
あ
る
°
我
々
も
ま
た
我
々
で
、
同
じ
く
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ

が
こ
ん
な
文
句
を
使

っ
た
理
由
は
皆
目
判
ら
な
か
っ
た
°
我
々
が
、
こ

の
銅
板
の
筆
者
の
意
向
が
わ
か
る
ロ
シ
ャ
人
は
一
人
も
い
な
い
と
確
信

し
た
際
に
も
、
彼
等
は
、
我
々
が
欺
む
こ
う
と
し
て
、
な
に
か
我
々
に

不
利
に
な
る
こ
と
を
置
そ
う
と
し
て
い
る
の

だ
と
疑
っ
て

い
た
。
こ
の

仕
事
に
は
数
日
を
費
や
し
た
閥
°

-9-



以
上
は
、
文
化
八
年
一

0
月
末
ご
ろ
、
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
が
松
前
幽
囚
中
に

取
調
べ
を
受
け
た
時
の
記
録
で
、
リ
コ
ル
ド
副
艦
長
が
、
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
に

宛
て
て
救
援
の
決
意
を
し
た
た
め
た
書
簡

や
、
ラ
ク
ス
マ
ン

(
A
.
l
l
a
M

K
1
1
p
H
J
J
J
J
O
B
H
'
I
 
J
l
a
K
C
M
a
H
)

来
航
当
時
（
寛
政
四
年
）
、
根
室
で
病
死
し

た
乗
組
員
の
た
め
に
、

エ
カ
テ
リ
ナ
号

(
T
p
a
1
-
1
c
n
o
p
T
《

E
1
r
n
T
e
p
m
r
a》
)

船
長
ロ
フ
ッ
す
フ

(
f
p
r-1r
o
p
1
1
f
1

J
T
o
s
Q
o
s
)

が
刻
ん
だ
と
い
う
墓
標
な

ど
が
持
込
ま
れ
て
、
釈
明
を
要
求
さ
れ
た
こ
ろ
の
挿
話
で
あ
る
°
松
前
の

産
で
、
村
上
貞
助
と
い
う
年
少
気
鋭
の
通
詞
が
、
は
じ
め
て
ロ
ジ
ャ
語
を

習
い
だ
し
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
、
ア
イ

ヌ
語
の
通
詞
上
原
熊
次
郎
と
と
も

に
、
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
の
手
記
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
前
掲
の
文
中
に
、

「
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
が
日
本
の
或
る
一
村
落
に
、
云
々
」
と
あ
る
が
、
こ
の

村
と
い
う
の
は
、
本
文
書
の
年
路
雁
日
附
「
一
八
〇
六
年
一

0
月
一

0
日

（
文
化
三
年
九
月
一

0
日
）
」
と
、
「
唐
太
島
蝦
夷
申
口
の
趣
舌
付
写
」
に

よ
っ
て
判
断
す
る
と
、
オ
フ
イ
ト
マ
リ
（
旧
雄
吠
泊
）
の
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

去
秋
雪
も
少
々
降
り
候
時
分
、
異
国
船
一
艘
唐
太
島
東
浦
オ
フ
ィ

ト
マ

リ
と
申
す
所
え
相
黙
り
、
同
所
に
蝦
夷
家
一
軒
有
之
、
チ
ウ
ラ
フ
シ
ク
ル

と
申
蝦
夷
人
住
居
致
し
候
処
、
梱
船
に
て
異
国
人
共
上
陸
い
た
し
、
内
え

入
心
易
く
何
事
か
申
候
て
、
チ
ウ
ラ
フ
シ
ク
ル
枠
を
船
え
辿
行
候
間
、
親

共
不
相
成
旨
申
候
処
、
鉄
砲
を
打
お
ど
し
候
て
、
無
理
に
船
え
乗
せ
、
右

蝦
夷
家
え
真
鍮
の
様
な
る
札
を
懸
、
同
所
出
帆
い
た
し
、
夫
よ
り
一
里
半

程
隔
、
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
（
旧
大
泊
楠
渓
ー
l

箪
者
）
番
届
の
沖
え
昼
時
頃

相
繋
、
其
日
は
上
陸
の
様
子
祖
見
不
申
候
、
翌
朝
橋
船
三
艘
に
て
異
国
人

共
上
陸

い
た
し
、
番
人
へ
何
か
申
、
商
ひ
々
々
と
申
候
得
共
、
訳
も
不
相

分
、
番
人
共
飯
を
出
し
候
処
、
給
不
申
候
、
其
内
頭
立
た
る
者
懐
中
よ
り

何
か
芯
付
を
取
出
し
、
長
崎
、
松
前
と
申
、
其
外
は
相
分
不
甲
候
、
（
中

略
）
番
人
を
述
行
候
後
、
祓
に
有
之
米
、
洒
、
煙
草
、
共
他
諸
品
鉄
物
等

異
国
船
之
苗
入
、
其
後
番
屋
其
外
共
火
を
か
け
、
弁
天
社
を
も
焼
払
、
神

体
は
持
行
侯
様
子
に
御
座
候
、
鳥
居
相
残
し
、
其
限
に
真
鍮
の
様
な
る
札

二
枚
（
こ
れ
は
、
オ
フ
イ
ト
マ
リ
の
蝦
夷
家
と
、
翌
日
の
ク
シ

『一
ン
n
タ

ン
の
弁
天
社
に
四
残
し
た
も
の
を
指
す
の
で
あ
ろ

う
°
従
っ
て
、
本
文
害

の
第
一
文
と
第
二
文
の
日
附
に
は
一
日
の
差
が
あ
る
故
、
村
上
貞
助
、
上

原
熊
次
郎
が
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
に
示
し
た
銅
板
の
写
し
は
、
オ
フ
イ

ト
マ

リ
に

あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
'_
鍬
者
）
其
他
共
宗
谷
へ
持
参
致
候

USl
。
と

見
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
文
化
四
年
五
月
、
箱
館
奉
行
支
配
調
役
深
山
宇

平
太
、
同
下
役
小
川
喜
太
郎
が
、
樺
太
か
ら
宗
谷
に
移
住
し
た
蝦
夷
人
リ

リ
カ
ア
イ
ノ
、
ョ
ッ
タ
ウ

ヱ
ン
ク
ル
両
名
の
陳
述
に
よ
っ
て
書
い
た
報
告

芯
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

同
年
六
月
の
箱
館
奉
行
戸
川
筑
前
守
（
安
倫
）
、

羽
太
安
芸
守
（
正
養
）
の
上
申
書
に
は
、

右
残
し
骰
候
品
々

、
カ
ラ
フ
ト
品
夷
人
と
も
、
ソ
ウ
ヤ
え
持
参
の
品
も

御
座
候
処
、
同
所
懸
り
支
配
人
へ

差
出
候
由
、

右
の
者
共
低
支
配
向
ソ
ウ

ヤ
洛
以
前
に
、
カ
ラ
フ
ト
島
え
航
海
仕
候
間
、
難
和
分
候
に
付
取
寄
候

様
、
ソ
ウ
ヤ
詰
松
前
若
狭
守
家
来
之
支
配
向
よ
り
申
談
爵
、
先
別
紙
の
通

様
子
申
越
候
趣
の
処
、
引
続
右
異
国
人
残
霞
候
鉄
砲
一
挺
、
絵
図
並
鋲
鍮

の
板
金
二
枚
、
浅
黄
地
厚
紙
に
認
、
朱
印
等
有
之
品
三
枚
、
若
狭
守
家
来

よ
り
取
揚
候
由
に
て
、

支
配
よ
り
差
越
候
間
、

差
上
申
上
候
囮
°
と
あ
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る
。
な
お
、
文
化
四
年
六
月
二
五
日
附
の
「
松
前
若
狭
守
御
屈
」
に
も
、

「
唐
太
島
に
罷
越
候
私
家
来
、
新
谷
六
左
衛
門
え
申
逍
取
寄
、
則
鉄
砲
一

挺
、
銅
札
二
枚
、
紙
札
三
枚
、
同
廿
日
今
井
新
右
衛
門
持
参
」
間
と
あ
る

か
ら
、

フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
が
文
化
三
年
に
樺
太
島
に
置
残
し
た
銅
板
は
二

枚
、
書
面
は
三
枚
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
°
本
文
書
の
第
一
文
、
第
二

文
は
、
従
っ
て
銅
板
の
写
し
で
あ
り
、
第
三
文
は
紙
札
の
中
の
一
枚
を
写

し
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
文
は
、
兜
者
が
参
看
し
た
史
料
に
は
見
当
ら
な

い
部
分
で
、

第
一
文
も
ま
た
本
文
也
通
り
の
日
付
の
も
の
は
な
い
。
『
通

航
一
既
』
そ
の
他
の
記
録
で
は
、
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
が
は
じ
め
て
オ
フ
イ
ト

マ
リ
に
上
陸
し
た
の
は
、

一
八

0
六
年
一

0
月
―
一
日
（
文
化
一
―
―
年
九
月

―
一
日
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
銅
板
に
関
す
る
限
り
は
、

一
八
〇
六
年
l

0
月
一

0
日
が
正
確
な
記
録
と
さ
れ
て
い
る
⑱
o

い
ず
れ
に
せ
よ
、
第
一

、
第
二
文
と
も
に
「
疑
惑
」
と
か
「
好
奇
」
と

か
い
う
抽
象
的
な
表
現
を
し
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。

い
さ
さ
か
独

断
的
推
測
に
な
る
が
、

フ
ヴ
ォ
ス

ト
フ
に
し
て
み
れ
ば
、
あ
る

い
は
蝦
夷

部
落
に
た
い
す
る
関
心
を
そ
の
ま
ま
表
現
し
た
ま
で
で
、
格
別
に
深
い
仔

細
と
て
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
い
わ
ば
、
は
じ
め
て
の
土
地
に
上

陸
し
た
と
き
の
「
疑
惑
」
な
り
「
好
奇
」
な
り
の
印
象
を
、
文
字
通
り
に

部
落
名
と
し
て
用
い
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
岡
°
蓋
し
、
フ
ヴ
ォ

ス
ト

フ
の
攻
想
が
、
実
際
に

ロ
ジ
ヤ
帝
国
の
意
志
に
も
と
づ
く
行
為
で
あ
っ
た

な
ら
ば
、
蝦
夷
部
落
の
名
称
に
は
お
そ
ら
く
客
観
的
で
具
体
的
な
も
の
が

用
い
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
°
だ
が
、
本
文
忠
の
第
三
文
に
、
皇
帝
ア

レ

ク
サ
ン
ド
ル
一
世

(
AJieKcaH.11p
I
,
 

一
八

0
-
I二
五
在
位
）
の
名
が

フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
文
杏
考

明
示
さ
れ
て
い
る
以
上、

当
時
の
日
本
側
と
し
て
は
、
フ
ヴ
ォ
ス

ト
フ
事

件
は
、

ロ
ツ
ヤ
帝
国
お
よ
び
皇
帝
の
意
志
に
よ
る
も
の
と
見
倣
し
、
右
の

蝦
夷
地
名
称
問
題
の
曖
昧
な
点
を
追
求
し
た
こ
と
は
至
極
当
然
の
成
行
き

で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
現
在
で
は
、
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
の
釈
明
以
外
に
も
、

直
接
フ
ヴ
ォ
ス

ト
フ

お
よ
び
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
に
接
し
て
日
本
製
撃
の
経
緯
を

明
ら
か
に
し
た
、
チ
フ
メ

ニ
ョ
フ
（
コ
e
、r
p
A
J
i
e
K
c
a
H
n
p
o
a
w
1
 T
n
x
M
e
 ,
 

H
e
B
)

や
ラ
ン
グ
ス
ド
ル
フ

(
L
a
n
g
s
d
o
rf
,
G
e
o
r
g
 H
e
inrich 
v
o
n
)
の

記
録
が
現
存
す
る
の
で
、
い
わ
ゆ
る
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
文
雹
な
る
も
の
が
、

彼
個
人
の
非
公
式
な
私
文
書
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
凶
°

こ
れ
を
要
約
す
れ
ば
、
日
本
と
の
通
商
交
渉
に
失
敗
し
た
レ
ザ
ー
ノ
フ
は
、

一
八

0
五
年
七
月
一
八
日
附
の
害
簡
を
、
皇
帝
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
に

送
附
し
て
、
実
力
行
使
に
よ
る
日
本
と
の
通
商
打
開
計
画
を
進
言
し
た
と

こ
ろ
、
皇
帝
か
ら
の
裁
許
も
得
ら
れ
ず
、
つ
い
に
一
八

0
六
年
八
月
、
部

下
の
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
、
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
と
と
も
に
、
ノ
ヴ
ォ

・
ア
ル
ハ
ン
ゲ

リ
ス
ク
港
を
出
航
し
て
日
本
遠
征
の
途
に
つ
い
た
訓
o

し
か
る
に
、
レ
ザ
ー
ノ
フ
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
港
に
到
舒
後
、
に
わ
か
に

方
針
を
変
更
し
て
、
九
月
二
四
日
附
の
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
宛
書
簡
を
残

し

て
、
陸
路
ペ
テ
ル
プ
ル
グ
ヘ
向
け
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。
右
の
書
簡
の
要

旨
は
、
サ
ハ
リ
ソ
島
へ
遠
征
す
る
時
期
は
、
前
播
の
故
障
と
逆
風
に
よ
る

航
行
遅
延
に
よ
っ
て
既
に
逸
し
た
の
で
、
費
官
は
直
ち
に
ノ
ヴ
ォ

・
ア
ル

ハ
ン
ゲ
リ
ス
ク
迷
へ
帰
航
せ
よ
°
た
だ
し
、
順
風
で
あ
れ
ば
、
サ
ハ

リ
ン

島
へ
赴
む
き
、
住
民
に
メ
ダ
ル
や
贈
物
を
与
え
て
、
日
本
の
楡
民
地
を
視

察
す
れ
ば
さ
ら
に
よ
い
。
だ
が
、
常
に
ロ
ジ
ャ
11

ア
メ

リ
カ
会
社
の
利
益
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を
念
頭
に
お
い
て
行
動
す
る
よ
う
に
、
と
の
べ
ら
れ
て
い
た
四
°
フ
ヴ
ォ

ス
ト
フ
は
、
こ
の
曖
昧
な
二
重
の
訓
令
に
困
惑
し
て
、
早
速

tL問
し
よ
う

と
し
た
が
、
レ

ザ
ー
ノ
フ
は
早
々
に
出
発
し
た
後
で
、

何
の
手
が
か
り
も

得
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
彼
は
別
段
全
面
的
に
日
本
遠
征
を
停
止
さ

れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
判
断
し
て
、
た
だ
ち
に
予
定
通
り
サ
ハ

リ
ン
ヘ
南

航
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
四
°

レ
ザ

ー
ノ
フ
に
し
て
み
れ
ば
、
皇
帝
の
裁
許
な
く
し
て
日
本
へ
向
か
う

こ
と
は
不
安
だ
っ
た
ろ
う
し
、
同
時
に
初
志
を
全
く
徹
回
す
る
こ
と
も
ま

た
残
念
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
0

従
っ
て
、
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
な
ら
ば
自
分
の

意
図
を
汲
ん
で
行
動
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
万
一
の
場
合
に
は
自
己
の
責
任

を
免
が
れ
得
る
と
考
え
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
°

レ
ザ
ー
ノ
フ
は
、
ア
レ

ク
サ
ン
ド
ル
一
世
の
父
。
ハ
ー
ヴ
ェ
ル
一
世
（
コ
aseJI
I
,
 

一
七
染
ー
一
八
0

一在

位
）
の
治
世
に
、
す
で
に
、
合
同
ア
メ
リ
カ
会
社
の
設
立
を
建
言
し
て
許

可
さ
れ
、

一
七
九
七
年
（
寛
政
九
年
）
に
、
こ
の
ロ
ジ
ヤ
産
業
資
本
の
代

表
機
関
が
創
設
さ
れ
て
い
ら
い
、
そ
の
権
勢
は
当
代
随
一
と
称
せ
ら
れ
て

い
た
。
だ
が
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
も
ま
た
、
史
家
ヴ
ェ
ル
ナ
ド
ス
キ

ー
が
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、
民
族
国
家
の
自
由
な
連
合
を
理
念
と
し
て
ナ

ボ
レ
オ
ン
と
闘
争
し
、
そ
の
政
治
的
知
性
と
鋭
利
な
独
断
を
駆
使
し
た
皇

帝
で
あ
っ
た
か
ら
、
レ
ザ
ー
ノ
フ
の
急
進
的
な
対
日
策
に
は
似
重
を
期
し

て
裁
下
を
与
え
ず
、
も
っ
ば
ら
対
フ
ラ
ン
ス
、
対
ト
ル
コ
問
題
に
専
念
し

て
い
た
わ
け
で
あ
ろ
う
四
°
従
っ
て
、
フ
ヴ
ォ
一
〈

ト
フ
の
日
本
襲
撃
は
、

ロ
ジ
ャ
皇
帝
の
意
志
で
は
な
く
て
、
レ
ザ
ー
ノ
フ
個
人
の
独
断
に
端
を
発

し
て
い
る
こ
と
は
明
白
な
事
実
で
あ
り
、
し
か
も
彼
が
腹
心
の
部
下
に
自

己
の
宜
任
を
転
嫁
し
た
当
然
の
結
果
と
し
て
、
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
文
書
の
よ

う
な
怪
文
因
が
日
本
側
に
残
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
°
蝦
夷
地
名
称
問
題
の

ご
と
き
も
、
フ
ヴ
ォ
ス

ト
フ
の
主
観
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
た
た
め
に
、
日

本
側
の
常
識
で
は
到
底
判
断
の
及
ば
な
い
厄
介
な
も
の
と
な
り
、
ゴ
ロ
ヴ

ニ
ン
も
流
石
に
悲
鳴
を
あ
げ
る
始
末
で
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
、
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
が
は
じ
め
て
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
文
書
に
接
し
た

の
は
、
文
化
八
年
八
月
三
一
日
、
箱
館
奉
行
の
訊
問
の
際
で
あ
る
°
通
詞

上
原
熊
次
郎
か
ら
手
渡
さ
れ
た
一
枚
の
書
面
を
、
ま
ず
ム
ー
ル
少
尉

(eg op
 Cl> 
g
 
O
p
0
B
JF
I
 M

y
p
)

が
読
み
あ
げ
た
。
そ
の
内
容
が
、
す
な

わ
ち
本
文
忠
の
第
三
文
に
該
当
す
る
。
こ
の
文
忠
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ

る
ロ
ツ
ヤ
側
の
必
死
の
抗
弁
は
、
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
の
手
記
の
前
半
で
は
興
味

の
あ
る
圧
巻
と
な
っ
て
い
る
が
、
長
文
な
の
で
、
そ
の
一
端
を
要
約
し
て

の
べ
て
お
こ
う
0

一
ロ
ジ
ャ
は
強
大
な
国
家
で
あ
る
か
ら
、
少
数
の
人
間
に
命
じ
て
他

国
の
部
落
を
製
撃
す
る
な
ど
と
い
う
姑
息
な
手
段
を
執
る
筈
は
な

、0し
ニ
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
の
文
書
中
に
認
め
ら
れ
る
ウ
ラ
ジ

ー
ミ
ル
綬
銀
褒

章
は
、
も
し
そ
れ
が
正
式
に
外
国
に
適
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、

一
洵

軍
大
尉
か
ら
手
渡
さ
れ
る
よ
う
な
手
続
は
用
い
な
い
。

―
―
―
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
指
揮
の
フ
レ
ガ
ー
ト
•

ユ
ノ
ナ
号
が
、
皇
帝
の
軍

艦
で
あ
る
と
断
ず
る
根
拠
は
な
い
°
フ
レ
ガ
ー
ト
は
船
型
の
呼
称
で

あ
っ
て
、
広
く
商
船
の
場
合
に
も
、
ま
た
単
に
個
人
の
持
船
の
場
合
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に
も
適
用
さ
れ
得
る
o

以
上
の
反
駁
に
も
若
千
隙
が
あ
っ
て
十
分
な
も
の
と
は
い
え
な
い
が
、

し
か
し
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
は
、
「
も
し
我
々
を
信
じ
な
い
な
ら
ば
殺
し
て
く
れ
°

死
は
我
々
の
恐
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
お
そ
か
れ
早
か
れ
事
態
は
明
白

に
な
る
だ
ろ
う
j

と
唆
呵
を
切
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
が
記
録
し
た
原
文
（
第
一
図
）
閻
と
、
本
文
書

の
第
三
文
と
を
比
較
す
る
と
、
字
句
の
点
で
は
「
ア
ニ
ヮ
湾
西
岸
の
村
」

(
c
e
J
J
e
m
r
n
 
,rn 
3
a
n
a
.
l
l
H
O
M
 
6
e
p
e
r
y
 r
y
6
b
1
 
A
H
H
B
b
I
)

が
前
者
、
「
ア

c
e
J
J
e
H
H
 
J
J
e
)
K
a
m
a
r
o
 
H
a
 3
a
n
a
.
l
(
H
O
M
 

ニ
ヮ
湾
西
岸
に
位
爾
す
る
村
」
（

6
e
p
e
r
y
 
B
 r
y
6
e
 A
1
1
H
B
b
1
)

が
後
者
と
な
っ
て
い
る
以
外
は
ほ
と
ん
ど

同
一
で
あ
る
o
C
 

g
 
e
H
H
l
l

が
、
後
者
で

c
e
J
i
e
H
l
l

と
な
っ
て
い
る
の
は
、

後
者
の
あ
や
ま
り
で
あ
る
こ
こ
は
論
を
ま
た
な
い
。
ま
た
、
前
者
に
は
最

初
に

N
5
の
番
号
が
あ
り
、
日
付
は
、
「
一
八

0
六
年
一

0
月

―
二
／
ニ

四
日
」
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
全
文
の
下
に
は
、
中
央
に
＠
、
そ
の

下

に

図

自

の
旗
印
8
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
が
、
後
者
に
は
な
に
も
認
め

ら
れ
な
い
。

N
5
の
番
号
は
、
フ
ヴ
ォ
ス

ト
フ
文
書
の
枚
数
を
示
す
も
の

で
あ
ろ
う
0

既
述
の
通
り
、
松
前
若
狭
守
の
記
録
そ
の
他
に
「
銅
板
二
校
、

紙
札
一
一
＿
枚
」
と
あ
る
か
ら
、
本
文
書
の
第
一
、
第
二
文
が
銅
板
の

写
し

で
、
第
三
文
お
よ
び
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
記
録
の
原
文
は
、
紙
札
三
枚
の
う
ち
の

そ
れ
ぞ
れ
別
の
一
枚
を
写
し
た
も
の
と
認
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
深
山
宇
平

太
、
小
川
喜
太
郎
迎
名
の
報
告
害
（
前
掲
）
の
つ
ぎ
に
、
「
真
鍮
版
其
訳
文
」

ran
と
し
て
第
三
文
に
該
当
す
る
内
容
が
意
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
後
半
に
誤

訳
が
認
め
ら
れ
、
訳
者
の
名
も
誌
し
て
な
い
°
標
記
の
「
真
鍮
版
」
と
は

銅
板
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
こ
れ
は
銅
板
の
も
の
で
は
な

く
、
紙
札
か
ら
の
訳
文
で
は
な
い
か
と
お
も
う
0

日
付
は
「
一
千
八
百
六

年
十
月
廿
四
日
」
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
じ
く
『
通
航
一
団
』

第
七
•

巻
三
0
二
に
収
録
さ
れ
て
い
る
上
原
熊
次
郎
の
訳
文
「
文
化
三
丙

寅
年
、
魯
西
亜
人
北
蝦
夷
地
へ
渡
来
乱
妨
之
時
、
同
所
ク
ジ
ュ
ン
コ
タ
ン

乙
名
え
、
魯
西
亜
人
よ
り
相
渡
横
文
字
書
付
通
弁
書
」
に
は
、

北
蝦
夷
地
乙
名
分
之
者
、
不
残
魯
西
亜
皇
帝
ア
リ
キ
サ
ン

ド
ロ
ヘ
リ
ワ

コ
フ
に
別
心
無
之
候
付
、
年
暦
千
八
百
六
年
十
月
十
一
日
騨
竺
眩
⑫
声
年
虹

侶
北
蝦
夷
地
へ
致
渡
来
候
魯
西
亜
船
、
船
名
ユ
ノ
ナ
船
中
重
役
人
ホ
フ
ス

ト
フ
よ
り
、
し

る
し
の
た
め
北
蝦
夷
地
西
方
之
方
入
江
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
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に
住
居
罷
在
候
乙
名
え
、
銀
銭
一
枚
、
絹
糸
に
て
織
候
縞
の
真
田
一
筋
差

遣
、
魯
西
亜
国
腹
心
の
者
に
相
違
無
之
候
付
、
右
為
証
拠
此
害
付
之
ホ
フ

ス
ト
フ
印
形
押
樅
候
間
、
魯
西
亜
国
其
外
之
船
北
蝦
夷
地
え
渡
来
致
し
候

は
A

、
乗
組
之
者
え
右
芯
付
為
見
候
は
A

、
前
芯
の
通
相
心
得
可
申
、
右

苦
面
之
控
ホ
フ
ス
ト
フ
所
持
之
銘
啓
え
も
記
置
候
段
、
脇
芯
に
認
有
之
候

魯
西
亜
海
上
役
人
役
名
レ
イ
チ
ア
ナ
ン
ト
名
前
ホ
フ
ス
ト
フ

と
あ
り
、
本
文
書
の
第
三
文
と
日
付
が
一
致
し
て
い

る。

上

掲

の

訳

文

は
、
文
化
八
年
一

0
月
に
、
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
の
協
力
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ソ
の
記
録
で
は
、
日
付
が
一
日
ず
れ
て
い

る

か
ら
、
あ
る
い
は
、

フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
は
、
同
文
の
紙
札
を
、

一
0
月
―
―

日
‘

―
二
日
の
再
度
に
わ
た
っ
て
し
た
た
め
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
o

右
訳
文
中
に
、

「
銀
銭
一
枚
、

絹
紙
に
て
織
候
縞
の
真
田
一
筋
」
と
あ
る

の
は
、
ウ
ラ
ジ

ー
ミ
ル
綬
銀
褒
章
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
『
視
聴
草
』

所
載
の
「
文
化
四
年
江
戸
風
説
の
内
」
か
ら
、
典
味
あ
る
記
事
を
引
用
し

よ
う
0六

月
の
末
に
や
、
蝦
吏
地
よ
り
、
赤
人
の
建
置
し
銅
板
二
枚
、
紙
札

三
枚
、
外
に
日
本
文
字
の
紙
一
枚
⑳
江
戸
え
舒
致
し
候
山
、
七
月
二
日

按
ず
る
に
、
究
政
年
間
魯
西
亜
を
御
勘
定
所
え
呼
寄
ら
れ
、
よ
ま
せ

国
よ
り
帰
国
せ
し
濶
人
な
り
、

幸
太
夫

ら
れ
し
に
、
文
字
は
よ
め
候
て
も
、
ゆ
へ
ん
一
円
相
知
れ
不
申
由
相
答

候
旨
、
其
後
桂
川
氏
鱈
町
い
加
間
麟
咋
g

え
右
の
品
々
来
り
、
御
写
に
相

成
候
、
長
崎
阿
岡
陀
大
通
詞
二
人
被
召
呼
可
申
取
沙
汰
の
処
、
又
々
や

め
に
相
成
候
、
写
を
長
崎
え
つ
か
は
さ
れ
、
カ
ビ
タ
ン
に
よ
ま
せ
可
被

申
趣
に
相
成
候
よ
し
、
右
銅
板
は
二
枚
同
じ
文
字
、
紙
札
も
同
じ
文
字

に
て
、
角
に
印
と
船
印
有
之
候
よ
し
、
さ
ま
ざ
ま
の
風
説
あ
り
、

一
、
此
度
異
国
人
の
立
た
り
し
銅
の
札
は
、
六
七
寸
ば
か
り
に
て
、

は
り
が
ね
の
如
く
な
る
も
の
に
字
を
打
出
し
、
四
方
へ
あ
な
を
あ
け
、

札
に
打
付
け
た
る
も
の
に
て
、
紙
は
魯
西
亜
の
字
に
て
し
た
A

め
、
脇

に
印
と
船
印
を
芯
た
り
、
其
船
印
の
形
は
零
〗
の
如
く
の
も
の
な
り
と

い
ふ
人
あ
り
、
ま
た
一
人
の
説
を
間
に
、
船
印
ニ
ヶ
所
に
あ
り
、
あ
る

蛮
学
の
達
人
お
よ
び
幸
太
夫
と
い
ふ
者
に
よ
ま
し
め
ら
れ
し
に
、
彼
岡

学
人
い
か
な
る
ゆ
ゑ
あ
り
し
に
や
、
幸
太
夫
に
も
よ
む

こ
と
な
か
れ
と

い
ひ
し
と
な
り
、
拐
曲
学
人
も
始
終
は
か
り
よ
み
得
た
る
よ
し
を
、
演

達
せ
し
と
な
り
、
其
故
ほ
始
終
よ
み
候
へ
ば
、
処
々
差
合
多
き
ゆ
ゑ
に

隙
然
と
な
し
屈
た
り
と
い
ふ
四
°

右
の
文
中
に
、
「
右
銅
板
は
二
枚
同
じ
文
字
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
同

じ
函
文
で
彫
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
文
章
が
同
文
で
あ
る
と
い
う

意
味
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
0

さ
て
、
大
槻
玄
沢
辿
物
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
文
書
の
筆
者
は
一
体
誰
で
あ
ろ

う
か
。
何
分
に
も
、
今
日
ま
で
永
ら
く
匝
底
に
蔵
さ
れ
て
い
た
史
料
な
の

で
、
断
定
は
困
難
で
あ
る
が
、
「
銅
板
ノ
字
」
「
仝
」
の
和
文
の
晶
色
は
硲

文
と
同
一
で
あ
り
、
ロ
ジ
ヤ
人
で
あ
れ
ば
間
違
う
筈
の
な
い
文
法
上
お
よ

び
表
現
上
の
あ
や
ま
り
が
随
所
に
見
ら
れ
る
点
か
ら
、
本
文
書
の
筆
者
は

勿
論
日
本
人
で
あ
ろ
う
0

然
ら
ば
、
桂
川
国
瑞
（
甫
周
）
か
、
そ
れ
と
も

蘭
書
訳
局
（
第
叩
い
取
潤
所
）
で
、
大
槻
茂
質
と
と
も
に
訳
局
員
を
勤
め
た
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フ
ヴ
ォ
ス

ト
フ
文
害
考

馬
場
佐
十
郎

（
貞
由

・
殻
里
）
の
筆
で
あ
る
か
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
い
ず

れ
か
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
前
掲
の
「
江
戸
風
説
の
内
」
で
は
、
桂

川
氏
が

フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
文
害
を
写
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
文
告

の
露
文
の
第
記
体
は
、
ま
こ
と
に
流
暢
で
本
格
的
な
鰍
法
で
あ
る
か
ら
、

相
当
に
練
達
し
た
者
の
手
跡
に
相
違
な
い
°
岡
村
千
曳
先
生
は
、
幸
太
夫

の
筆
跡
と
も
異
な
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
馬
場
氏
の
書
で
は
な
い
か
と
申
さ

れ
た
°
馬
場
氏
は
、
和
蘭
通
詞
で
あ
っ
た
が
、
文
化

一
0
年
二
月
下
旬
、

新
奉
行
服
部
備
後
守

（
貞
勝
）
の
松
前
赴
任
に
随
行
し
て
、
司
天
台
雁
局

の
足
立
左
内
（
信
頭
）
と
と
も
に
松
前
に
到
り
、
ゴ
ロ
ヴ

ニ
ン

か
ら
露
語

を
習
得
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
、
足
立
氏
は
、
伊
勢
礫
民
大
黒
屋
光
太
夫

将
来
の

『
露
国
国
民
学
校
用
算
術
入
門
書
』
図
を
学
び
、
ま
た
、
通
詞
村

上
貞
助
も
、
そ
の
素
質
を
ゴ
ロ
ヴ

ニ
ソ
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
た
。
馬
場
氏

コ
B

1

イ
ソ

は
、
文
化

一
0
年
に
、

「
魯
西
亜
冗
老
因
口
授
馬
場
佐
十
郎
節
記
」
と
註

し
た
『
魯
文
法
規
範
』
五
冊
と
、

『E
酪
語
字
典
』
、

『
俄
羅
斯
語
小
成
』
の

二
巻
一
―

冊
を
網
し
て
塙
府
に
献
じ
、
足
立
氏
は
『
魯
西
亜
国
字
反
切
音

訳
』
を
著
わ
し、

文
政
七
年
に
『
魯
西
亜
文
字
害
』
、

天
保
六
年
に
『
魯

西
亜
辞
書
』
を
網
集
し
て
い
る
°
因
み
に
、
文
化
四
年
に
ニ
ト
ロ
フ
島
で

フ
ヴ

ォ
ス
ト
フ
に
捕
え
ら
れ
た
松
前
番
人
五
郎
次
が
、
オ
ホ

ー
ツ
ク
の
医

師
か
ら
貰
っ
た
と
い
う
露
文
の
種
痘
書
は
、
馬
場
氏
に
よ
っ
て
松
前
滞
在

中
に
訳
さ
れ
、

『遁
花
秘
訣
』
と
名
付
け
ら
れ
た
。
こ
の
我
国
最
初
の
牛

痘
種
痘
書
は
、
嘉
永
三
年
、
利
光
仙
胞
が
『
魯
西
亜
牛
痘
全
忠
』
と
改
題

し
て
上
梓
し
た
即
°
こ
の
よ
う
に
、
文
化
年
問
に
は
、
か
な
り
多
く
の
識

者
が
、
す
で
に
露
語
を
学
ん
で

い
た
の
で
、
本
文
書
の
箪
者
の
鑑
定
は
困

Ill

山
片
蝠
桃
旧
蔵
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
文
害
に
つ
い
て

難
で
あ
る
°
序
で
な
が
ら
、
本
文
書
の
ず
蹄
文
が
ど
の
よ
う
に
誤
写
さ
れ
て

い
る
か
を
簡
単
に
指
摘
し
て
お
こ
う
0

ま
ず
、
第
一
文
第
四
行
（
口
絵
参照）

の
中
性
名
詞

c
y
M
H
e
H
H
M

は
、
単

数
造
格
で
あ
る
か
ら

c
y
MH
e
H
H
~
M
と
な
る
の
が
正
し
く

、

第
二
文
第
四

行
の
副
詞
3
臼

e
c
b
(
h
e
r
e
)

の
つ
ぎ
に
は
、
接
続
詞

H
(
a
n
d
)
が
必
要

で
あ
る
°
ま
た
、
第
五
行
の
中
性
名
詞

JII
0
6
0
l
l
bIT
C
T
B
0

は
、
単
数
造

格
号

6
0l
lb
!
T
C
T
B
O
~

と
な
る
べ
き
で
あ
る
。
第
三
文
は
、
単
語
の
間
隔

が
不
明
瞭
だ
っ
た
り
、
p
u
n
c
t
u
atio
n

が
不
正
確
で
あ
っ
た
り

す

る
ほ

か
、
c
g

e
m
rn
が
、
c
e
J
J
e
m1
と
誤
記
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
誰
が
付
し

た
も
の
か
、
二
、
三
加
朱
さ
れ
て
い
る
形
跡
が
あ
る
が
、
第
三
行
右
側
の

名
詞

rrp
,
r
n
H
T
翠
I

ぱ
、
生
格
で
あ
る
か
ら
本
文
書
通
り
が
正
し
い
。

本
文
忠
は
、
昭
和
三
二
年
五
月
、
筆
者
が
大
阪
の
愛
日
文
即
（
市
立
愛

日
小
学
校
蔵
古
）
を
訪
ね
た
際
に
調
査
し
た
も
の
で
、
洋
学
者
の
一
人
山

片
小
右
衛
門
図
の
旧
蔵
史
料
で
あ
る
。
文
書
は
二
葉
あ
っ

て
、
い
ず
れ
も

厚
手
の
和
紙
(
3
9

X
 2
8
 c
m
)

に
星
書
さ
れ
た
露
文
で
、
保
存
状
態
は
き

わ
め
て
良
好
で
あ
る
°
本
文
書
は
、

（
江
）

一
、
去
寅
九
月
酉
太
島
ク
ツ
ユ
ソ
ナ
イ
エ
異
国
船
渡
来
上
陸
致
し
番
屋

焼
払
候
節
同
新
弁
天
社
之
華
表
へ
掛
悩
し
唐
金
板
弐
枚
之
内
（
第
二
図
）

二
、
丙
寅
九
月
唐
太
島
ク
ジ
ュ
ン
ナ
イ
番
屋
焼
払
残
監
し
三
通
之
内

（
第
三
図
）
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フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
文
書
考

と
、
そ
れ
ぞ
れ
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、

一
見
し
て
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
文
書

の
写
し
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
本
文
書
の
露
文
は
、
き
わ
め

て
癖
の
あ
・9
独
特
な
華
跡
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
判
読
困
難
な
代
物
で
あ

る
。
と
こ
ろ
で
、
本
文
書
の
一
、
す
な
わ
ち
弁
天
社
の
華
表
へ
掛
置
し
唐

金
板
弐
枚
之
内
の
一
葉
は
、
前
章
で
の
べ
た
大
槻
文
書
中
の
印
刷
体
第
一

文
に
相
当
す
る
（
第
二
図
参
照
）
o

だ
が
、
後
者
と
比
較
す
る
と
、
一

0
月
一
〇

日
の
日
付
が
、
単
に
一

0
月
と
だ
け
筆
写
さ
れ
て
い
る
の
と
、

cgeH(:!e 

を

c
e
Jie
tte

と
誤
写
し
、
ま
た
、
「
疑
惑
」
が

c
y
M
t
t
e
m
r
e
M

と
正
し
く

記
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

O
印
が
転
写
さ
れ
て
い
る

の
は
、
本
文
書
の
一
が
、
銅
板
の
写
し
と
し
て
独
立
し
た
存
在
で
あ
る
こ

と
を
示
し
、
五
ヵ
所
の
釘
穴
を
、
原
板
通
り
に
記
録
し
た
も
の
と
解
さ
れ

る
。
ま
た
、
字
体
か
ら
判
断
す
る
と
、

ロ
ジ
ヤ
人
が
不
器
用
な
手
で
銅
板

に
彫
り
つ
け
た
ま
ま
を
、
転
写
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
ま

た
、
文
法
上
の
誤
記
、
運
筆
の
た
ど
た
ど
し
さ
か
ら
、

フ
ヴ
ォ
ス

ト
フ
自

身
で
は
な
く
て
、
無
学
な
水
夫
が
彫
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
は
断
定
し
が
た
い
。

つ
ぎ
に
、
本
文
書
の
二
、
す
な
わ
ち
番
屋
焼
払
残
置
し
三
通
之
内
の一

葉
は
、
大
槻
文
書
の
鉦
記
体
第
三
文
「
一
八

0
六
年
一

0
月
―
一
／
三
―
―

日
、
海
軍
大
尉
フ
ヴ
ォ
ス

ト
フ
指
揮
の
下
に
、
云
々
」
に
相
当

し、

ま

た
、
日
付
そ
の
他
の
点
で
は
大
槻
文
書
と
一
致
す
る
が
、
旗
印
と

O
印
の

存
在
、
N
o
5
の
槻
示
を
そ
の
ま
ま
記
録
し
て
い
る
点
で
は
、
ゴ
ロ

ヴ

ニ
ン

が
記
録
し
た
フ
ヴ
ォ
ス

ト
フ
文
書
（
第
二
図
）
と
酷
似
し
て

い
る
（
第
三
図
参

照
）
。
本
文
書
の
露
文
節
記
体
は
、き
わ
め
て
乱
雑
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
独

得
の
乱
れ
は
、
筆
写
し
た
日
本
人
の
悪
筆
ば
か
り
で
は
な
く
、
む
し
ろ
原

紙
札
の
籠
跡
の
癖
を
忠
実
に
再
現
す
べ
く
努
め
た
結
果
生
じ
た
の
で
は
な

い
か
と
さ
え
お
も
わ
れ
る
。
こ
の
点
の
当
否
は
さ
て
お
き
、
本
文
書
も
ま
た

完
全
に
独
立
し
た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
山
片
文

書
は
、
大
槻
文
書
中
の
第
二
文
（
前
節
参
照
）
を
欠
い
て
い
る
が
、
い
わ
ゆ
る

フ
ヴ
ォ
ス

ト
フ
文
書
と
し
て
は
、
か
な
り
原
型
に
近
い
も
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
、
或
い
は
大
槻
文
書
以
前
に
、
直
接
に
転
写
し
た
も
の
で
は
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な
い
か
と
い
う
推
定
も
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
き
わ
め
て
毀
重
な
史
料

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
山
片
文
書
の
筆
者
は
、
『
蝦
夷
語
箋
』
所

収
の
ロ
ジ
ャ
文
字
の
箪
跡
（
第
四
図
）
か
ら
判
断
し
て
、
お
そ
ら
く
通
詞
上

原
熊
次
郎
で
は
な
い
か
と
お
も
わ
れ
る
o

『
蝦
夷
語
箋
』
の
ロ
ッ
ャ
文
字

は
、
装
飾
体
に
近
い
字
体
で
、
い
ず
れ
も
大
文
字
で
あ
り
、
か
つ
ア
ル
フ

ァ
ベ
ッ

ト
順
で
は
な
い
か
ら
、

一
見
奇
異
な
印
象
を
与
え
る
が
、
こ
れ
ら

の
装
飾
体
大
文
字
を
、
通
常
の
書
体
に
転
じ
て
考
察
す
る
な
ら
ば
、
山
片

文
書
の
露
文
の
筆
跡
に
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。
し
か
し
、
本
文
書
の
箪

者
が
上
原
氏
で
あ
る
と
い
う
確
言
は
差
控
え
た
い
。
何
故
な
ら
ば
、
既
述

の
通
詞
村
上
貞
助
、
天
文
方
の
足
立
左
内
の
ほ
か
に
も
、
仙
台
藩
の
仙
者

大
槻
平
泉
に
学
ん
だ
蘭
医
小
野
寺
丹
元
（
松
洲
）
は
、
長
崎
で
ツ
ー
ボ
ル

ト

(
P
h
ilipp
F
r
a
n
z
 v
o
n
 S
i
e
b
o
ld
)

に
師
字
畢
し
、
か
た
わ
ら
オ
ラ
ン
ダ

語
に
よ
っ
て
露
語
を
習
得
し
、
文
化
二
年
に
、
仙
台
源
民
津
太
夫
が
持
鼎

っ
た
露
文
地
図
を
邦
訳
し
た
図
°
ま
た
、
松
前
藩
医
の
加
藤
肩
吾
は
、
年
115

政
四
年
、
伊
勢
禦
民
光
太
夫
帰
国
の
際
に
、

ロ
ツ
ヤ
の
国
情
を
聴
取
し
て

『
魯
西
亜
紀
聞
』
を
著
わ
し
、
や
は
り
露
語
を
修
め
た
と
伝
え
ら
れ
、
享

和
元
年
に
ウ
ル
ッ
プ
島
へ
出
張
し
た
松
前
蔀
支
配
勘
定
格
富
山
元
十
郎
も

鋸
語
を
解
し
、
リ

コ
ル
ド
と
高
田
屋
嘉
兵
衛
と
の
交
渉
に
加
わ
っ
た
通
詞

良
左
衛
門
も
ま
た
か
路
語
に
通
じ
て
い
た

041
。
さ
ら
に
、
文
化
六
年
に
、

「
魯
西
亜
並
諸
厄
利
亜
文
字
言
語
修
行
仰
付
け
ら
れ
」
た
本
木
家
四
代
庄

左
衛
門
（
正
学
）
臨
も
あ
り
、
筆
者
は
こ
れ
ら
の
人
び
と
の
筆
跡
を
す
べ

て
調
査
す
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
o

山
片
文
書
に
関
連
し
て
、
愛
日
文
庫
に
つ
い
て
一
言
す
る
と
、
同
文
即

の
成
立
は
、
愛
日
小
学
校
の
設
立
と
深
い
因
縁
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

愛
日
小
学
校
べ
明
治
五
年
八
月
一
日
ノ
開
校
ニ
シ
テ
、
旧
北
浜
、
道

修
ノ
両
校
ヲ
合
併
シ
タ
ル
ナ
リ
°
旧
北
浜
校
ノ
校
舎
ハ
、
土
地
ノ
素
封
家

桝
屋
平
右
衛
門
（
山
片
氏
）
ノ
篤
志
ニ
ョ
リ
、
自
宅
ヲ
挙
ゲ
テ
充
用
シ
、

市
内
二
卒
先
シ
テ
小
学
校
ヲ
創
メ
シ
ニ
際
シ
、
自
家
ノ
芯
胞
ヲ
挙
ゲ
テ
小

学
校
二
寄
贈
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ト
テ
、
其
ノ
家
二
伝
ハ
リ
シ
先
代
重
芳
ノ

辿
害
ハ
大
抵
散
逸
セ
ズ
シ
テ
其
ノ
マ
マ
廊
中
二
保
存
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ

ル
ベ
ク
、
即
チ
本
文
服
ノ
蔵
忠
類
ハ
、
大
部
分
山
片
家
ノ
旧
蔵
咆
卜
称
ス

ル
ヲ
得
ベ
ク
、
誼
芳
ヲ
補
佐
セ
シ
山
片
小
右
衛
門
（
蛹
桃
）
ハ

、
無
論
是

人
ノ
図
芯
二
依
リ
テ
研
究
セ
シ
モ
ノ
ナ
ル
ベ
ケ
レ
バ
、
何
レ
モ
錨
桃
ソ
ノ

人
ノ
手
訳
ヲ
存
セ
ル
モ
ノ
ト
謂
フ
ベ
キ
ナ
リ
°
今
ソ
ノ
中
二
就
キ
特
二
費

重
図
苦
ノ
解
説
ヲ
附
シ
テ
文
胆
総
t
ぃ
目
ノ
首
二
列
ス
0

大
正
八
年
七
月
下
旬
木
崎
好
尚
識

g

と
あ
り
、
費
重
図
書
解
説
中
に
は
、
「
喋
海
異
聞
（
写
本
）
二
重
函
入
十

六
冊
°
外
函
蓋
二
『
維
文
化
五
年
歳
次
戌
辰
季
冬
従
□
仙
台
君
拝
領
□
口

□
重
芳
謹
記
』
卜
題
ツ
、
『
思
貼
堂
図
書
記
』
ノ
蔵
印
ア
リ
°

山
片
幡
桃

が
仙
台
藩
主
伊
達
候
ョ
リ
拝
受
ジ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、

『
魯
西
亜
へ
隙
流
記
』

（
二
冊
）
、

『
魯
西
亜
人
ノ
図
』
（
一
冊
）
、

『
魯
西
亜
風
説
密
』
（
二
五
点
）
、
『
魯
西
亜
大
統
略
記
』
（
一
冊
）
、
『
魯
西

亜
国
図
』
（
一
冊
）
な
ど
の
関
係
史
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
°
な
お
、
前

述
の
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
関
係
文
書
二
葉
は
、
愛
日
文
庫
図
書
目
録
登
録
外
の

未
脆
理
本
四
七
番
の
「
新
製
ザ
フ
フ
り
全
図
井
華
表
江
掛
板
之
字
目
和
解
」

の
後
者
に
相
当
す
る
史
料
で
あ
る
。
本
文
書
の
閲
究
な
ら
び
に
複
写
に
関
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フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
文
れ
ぃ
老

フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ

・
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
の
事
件
に

関
す
る
文
献
（
む
す
び
に
代
え
て
）

w
 

し
て
は
、
同
校
教
諭
加
賀
嘉
行
氏
に
大
変
に
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
を
銘

記
し
て
今
H
に
及
ん
で
い
る
。
加
賀
教
諭
の
お
話
で
は
、
同
文
庫
の
利
用

者
は
な
か
な
か
に
多
い
と
の
こ
と
で
、
筆
者
も
立
派
な
蔵
害
の
数
々
を
拝

見
し
な
が
ら
、

一
七
世
紀
の
末
、
元
禄
の
世
に
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
ヘ
渫
到
し

た
わ
が
国
蚊
初
の
渡
〔
路
洪
流
民
デ
ン
ベ
イ
が
、
大
阪
出
身
で
あ
っ
た
こ
と

な
ど
を
想
起
し
つ
つ
感
慨
を
深
め
た
も
の
で
あ
る
o

フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
文
書
に
つ
い
て
の
記
述
は
以
上
を
以
て
終
る
が
、
彼
我

の
史
料
と
研
究
に
関
し
て
若
干
の
べ
て
お
き
た
い
0

フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
と
ダ

ヴ
ィ

ド
フ
の
文
化
四
年
の
乱
妨
に
関
す
る
日
本
側
の
根
本
史
料
に
つ
い
て

は
、
亀
井
高
孝
氏
が
、

「丁
卯
の
変
異
聞
」
、

「
丁
卯
の
変
後
日
即
」
と
題

す
る
毀
重
な
紹
介
を
、
『
日
本
歴
史
』
第
一

0
0
・
1
0
一
号
（
昭
三
一
）

に
発
表
さ
れ
て
い
る
°
亀
井
氏
は
、
内
閣
文
即
所
蔵
の
『
ニ
ト
ロ
フ
番
人

五
郎
次
書
状
』
、
『
南
部
藩
千
葉
政
之
進
箪
記
』
、
『
南
部
家
火
業
師
大
村
治

五
平
書
付
』
、
『
出
羽
庄
内
大
山
酒
師
専
太
郎
口
書
』
、
『
津
軽
家
雷
状
』
な

ど
の
直
接
巡
難
者
の
手
に
成
る
史
料
や
、
新
楽
間
斐
撰
『
北
磋
小
録
』
、

久
保
田
（
伊
藤
）
見
達
撰
『
北
地
日
記
』
な
ど
の
す
ぐ
れ
た
史
料
を
教
示

さ
れ
て
い
る
。
『
北
磋
小
録
』
と
『
北
地
日
記
』
を
合
綴
し
た
も
の
が
、

『
二
皮
即
奇
』
で
あ
り
、
早
大
図
書
館
本
は
、
天

・
地
二
巻
仕
立
で
、
相

当
の
苔
本
と
お
も
わ
れ
る
。
叙
は
、
新
楽
氏
が
古
い
て
お
り
、
こ
れ
に
依

れ
ば
、
間
皮
ぱ
函
館
に
お
い
て
、
『
東
奥
道
中
日
記
』
（
一
巻
）
、
『
臼
湾
松

(
iド
カ

）

茉
談
』
（
五
巻
）
を
著
わ
し
、
の
ち
に
エ
ト
ロ
フ
を
訪
問
し
て
、
『
蝦
夷
地

旅
中
目
録
』
（
三
巻
）
、
『
野
作
紀
聞
』
（
二
巻
）
、
『
寒
地
衛
生
草
』
（

一
巻
）
、

『
問
皮
漫
鏑
』
（
一
巻
）
を
も
の
し
た
が
、
丁
卯
の
変
に
遭
っ
て
一
切
を
烏

有
に
帰
し
た
°
戊
辰
（
文
化
五
年
）
の
夏
、
病
を
得
て
五
月
に
エ

ト
ロ

フ

を
出
発
し
、
七
月
に
東
都
に
達
し
た
が
、
往
年
の
こ
と
は
殆
ん
ど
失
念
し

て
し
ま
っ
た
。
た
ま
た
ま
彼
地
で
知
合
っ
た
友
人
久
保
田
見
達
が
、
己
巴

（
文
化
六
年
）
の
冬
都
下
に
帰
っ
た
の
で
、
時
々
彼
の
寓
居
を
訪
ね
屯
、

数
十
種
に
上
る
文
化
年
間
の
事
柄
を
記
録
し
た
。
こ
の
意
図
は
、
醒
世
の

糧
と
し
、
か
つ
従
来
の
誤
伝
を
改
た
め
た
い
念
願
か
ら
で
あ
る
。
当
時
の

肌
却
も
、
年
来
重
病
を
得
て
異
城
の
鬼
と
化
し
た
者
が
少
な
く
な
い
の

で
、
大
村
招
状
、
千
葉
筆
記
な
ど
の
誤
謬
を
訂
正
す
る
必
要
も
あ
り
、

『
北
地
日
記
』
一
巻
、
『
北
橙
小
録
』
一
巻
、

附
録
一
巻
「
村
上
貞
助
撰

『
魯
西
亜
モ
ウ
ル
獄
中
上
書
』
」
を
付
し
て
批
に
お
く
る
旨
が
叙
さ
れ
て
い

る
。
本
写
本
に
は
、
関
谷
茂
八
郎
、
戸
田
又
太
夫
、
間
宮
林
蔵
、

川
口
陽

助
、
伊
東
行
十
郎
な
ど
、
直
接
に
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ

・
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
事
件
に

近
述
し
て
寂
3

戦
敗
走
し
た
人
土
の
事
紹
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

亀
井
氏
は
、
「
丁
卯
の
変
後
日
即
」
に
お
い
て
、
リ

コ
ル
ド
と
高
田
屋

嘉
兵
衛
の
倅
脱
交
換
に
閲
す
る
『
函
館
来
磋
』
と
題
す
る
往
復
文
書
や
、

イ
ル
ク

ー
ツ
ク
の
知
事
（
ミ
ニ
ー
ツ
キ
ー
海
軍
大
佐
|
|-
M
H
x
a
芝
I

YlaaHoaw:1 M
H
H
HU
.K
H
H
ー
—
ー
筆
者
）
か
ら
日
本
側
へ
宛
て
た
四
簡
と
訳

文
（
元
路
文
の
正
本
を
日
本
人
が
訳
し
た
も
の
で
、
危
井
氏
は
、
足
立
左
内

か
馬
楊
佐
十
郎
の
訳
と
推
定
さ
れ
て
い
る
）
な
ど
一
連
の
書
類
を
紹
介
さ
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れ
て
い
る
°

フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
事
件
、
な
ら
び
に
そ
れ
に
伴
な
う
ゴ
ロ
ヴ
ニ

ソ
拇
縛
事
件
に
関
す
る
研
究
は
非
常
に
多
く
、
既
に
小
論
の
本
文
お
よ
び

注
に
示
し
た
も
の
の
ほ
か
に
も
、
長
田
偶
得
著
『
高
田
屋
嘉
兵
衛
』
（
偉

人
史
叢
、
第
九
巻
、
明
二
九
）
、
山
下
竜
門
著
『
樺
太
論
』
（
昭
四
）
、
西

鶴
定
嘉
著
『
樺
太
探
検
の
人
々
』
（
昭
一
四
）
、

同
『
樺
太
史
の
栞
』
（
昭

一
六
）
、
大
木
直
太
郎
著
『
近
藤
重
蔵
物
語
ー
北
海
の
既
』
（
昭
一
六
）
、

佐
佐
木
千
之
著
『
北
海
の
先
駆
者
|
|
＇
間
宮
林
蔵
』
（
昭
一
七
）

、
宮
崎
雷

八
著
『
樺
太
史
物
語
』
（
昭
一
九
）
、
高
倉
新
一
郎
著
『
蝦
夷
地
』
（
日
本

歴
史
新
杏
、
昭
一
一
＿
四
）
、
洵
富
雄
著
『
間
宮
林
蔵
』
（
人
物
叢
杏
、
昭
一
―
―

五）
、
元
木
省
吾
著
『
北
方
渡
来
』
（
時
事
新
芯
、
昭
三
九
）
な
ど
枚
挙
に

い
と
ま
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
害
に
は
、
ほ
と
ん
ど
フ
ヴ
ォ
ス

ト
フ
や
ダ
ヴ
ィ

ド
フ
が
登
場
し
て
、
文
化
年
間
の
事
件
が
投
げ
か
け
た
歴

史
的
映
像
を
鮮
や
か
に
示
し
て
い
る
o

ロ
ジ
ャ
側
の
根
本
史
料
は
、
既
述
の
フ
ァ
イ
ン
ペ
ル
グ
女
史
(
3
c
¢
1
｀
 

i
p
b
 

葵

o
ge
a
1-1a
 
cJ:>a
菩
6
e
p
r
)

の
研
究
が
か
な
り
多
く
引
用
し
て
お
り
、

『
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
と
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
の
露
領
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
再
度
の
航
海
』

（
ペ
テ
ル
プ
ル
グ
・
一
八
一

O
I
―
二
）
に
寄
せ
た
、
浦
軍
中
将
ジ
シ
コ

フ
(
A
J
J
e
K
c
a
H
.
l
l
P
C
e
M
e
H
O
B
H'l 

lllH E
 
1
{
0
8
)

の
序
文
も
ま
た
興
味
ぷ

か
い
岡
°
フ
ァ
イ
ン
ベ
ル
グ
女
史
は
、

フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
、
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
の

遠
征
は
、
南
千
島
や
樺
太
に
お
け
る
日
本
植
民
地
か
ら
、
日
本
人
に
圧
迫

さ
れ
て
い
た
ア
イ
ヌ
人
を
解
放
す
る
た
め
に
功
鋲
が
あ
り
、
ま
た
、
原
住

民
に
た
い
す
る
ロ
ジ
ヤ
人
の
行
動
は
穏
や
か
に
終
始
し
、
ア
イ
ヌ
人
も
ま

た
解
放
を
望
ん
で
い
た
と
説
き
、
歴
史
的
事
実
を
認
め
な
が
ら
も
、
愛
国

的
見
地
か
ら
彼
等
の
行
動
を
正
当
化
し
て
い
る
図
0

こ
う
し
た
傾
向
は
、

ジ
ュ

ー
コ
フ

(
K)ptt
f
1
)
K
y
1
r
n
a
)

の
記
述
g
や
、
セ
ン
チ
ェ
ン
コ
(
l
1
B
a
H

Att,l¥peeattq 
C
e
t
t
q
e
m
r
n
)

の
論
文
囮
に
も
如
実
に
示
さ
れ
て
い
て
、

と
く
に
セ
ン
チ
ェ
ン
コ
修
士
の
見
解
は
、
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
の
行
為
を
英
雄

化
し
、

大
い
に
そ
の
功
労
を
称
讃
す
る
態
度
さ
え
示
し
て
い
る
。
し
か

し、

筆
者
は
、
ソ
ビ
ニ
ト
の
学
究
が
、
帝
制
ロ
ジ
ャ
の
ツ
ァ

ー
リ
ズ
ム
お

よ
び
鎖
国
日
本
に
た
い
す
る
明
白
な
暴
挙
に
、
も
っ
と
き
び
し
い
自
己
批

判
の
眼
を
向
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
お
も
う
。
い
か
な
る
国
の
歴
史
的
事

実
に
も
、
必
ら
ず
自
戒
す
べ
き
汚
点
は
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
が
、
深

く
み
ず
か
ら
の
歴
史
を
か
え
り
み
て
、
お
互
い
の
傷
痕
を
直
視
し
、
公
平

な
態
度
で
接
し
合
う
こ
と
こ
そ
平
和
共
存
の
原
則
に
か
な
っ
た
明
日
の
歴

史
を
生
み
だ
す
源
泉
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
0

日
露
関
係
史
の
永
い
軌
跡

に
お
い
て
、
節
者
は
幾
多
庶
民
の
交
流
と
、
素
朴
な
信
頼
と
協
力
の
成

果
、
美
し
い
二
。
ヒ
ソ

ー
ド

の
数
々
を
学
ん
で
き
た
。
こ
と
さ
ら
に
過
去
の

汚
点
を
あ
ば
き
だ
す
こ
と
は
、
も
と
よ
り
筆
者
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
は

な
い
。
し
か
し
、
史
実
は
史
実
と
し
て
、
そ
の
空
白
の
一
端
を
満
た
す
こ

と
は
、
や
は
り
銀
者
に
と
っ
て
さ
さ
や
か
な
願
い
な
の
で
あ
る
。
本
稿
に

お
い
て
と
り
あ
げ
た
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
文
密
は
、
当
時
の
記
録
と
し
て
は
、

い
わ
ゆ
る
一
等
史
料
と
み
な
し
て
差
支
え
な
い
と
思
う
が
、
た
と
え
一
等

史
料
（
も
し
く
は
根
本
史
料
）
で
あ
ろ
う
と
も
、
こ
れ
を
生
の
ま
ま
で
用

い
た
の
で
は
十
分
で
は
な
い
。
問
題
は
、
史
料
を
十
分
に
消
化
し
た
形
で

活
用
し
な
け
れ
ば
、
正
し
い
歴
史
の
映
像
は
得
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
ー
ー
・
こ
う
し
た
点
か
ら
、
部
者
は
不
十
分
な
が
ら
も
フ
ヴ
ォ
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ス
ト
フ
文
密
に
関
し
て
多
角
的
な
考
察
を
加
え
て
み
た
°
識
者
の
御
叱
正

を

得

ら

れ

れ

ば

幸

い

で

あ

る

。

(

-

九

六

四

年

一

〇

月

）

一
七
八
六
ー
海
軍
士
官
学
校
候
補
生
と
な
る
o

一
七
九

O
I九
一
ー
少
尉
候
補
生
。
フ

リ
ゲ
ー

ト
艦
ァ
ル
ハ
ン
ゲ
ル

・
ガ
プ
リ

ー
ル
、

V

ト
ヴ
ィ
ザ
ン
両
艦
で
、
再
度
対
ス
エ
ー
デ
ン

海
戦
に
参
加
°

一
七
九
ニ
ー
九
五
ー
海
軍
少
尉
任
官
°
バ
ル
チ
ッ
ク
海
域
を
巡
航
°

一
七
九
七
ー
海
軍
大
尉
任
官
°

一
七
九
八
ー
一
八
O
O
ー
セ
ー
ヴ
ェ
ル
ヌ
イ

•

オ
リ
ョ

ー
ル
艦
で

、

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ソ
ダ
沿
岸
を
廻
航
°
ア
ジ
ヤ
艦
で
、
ク
ロ
ン
ツ

ュ
タ
ッ
ト
港
よ
り
地
中
海
経
由
、
セ
バ
ス
ト
ー
ボ
リ
港
に
至
る
。

一
八

0
一
ー
セ
バ
ス
ト

ー
ボ
リ
港
よ
り
ペ
テ
ル
プ
ル
グ
に
帰
府
°

一
八

0
ニ
ー

ロ
ッ
ャ
11

ア
メ
リ
カ
会
社
武
官
に
転
任
o

。
ヘ
テ
ル
プ
ル

グ
よ
り
ジ
ベ

リ
ャ
経
由
、
オ
ホ

ー
ツ

ク
港
に
至
る
。
同
港
よ
り
会

社
の
ス
ク

ー
ナ
ー
船
、
聖
エ
リ
ザ
ヴ
ェ

ー
タ
を
指
揮
し
て
カ
デ
ィ

ヤ
ク
島
を
廻
航
°

一
八

0
三
ー
オ
ホ
ー
ツ
ク
港
へ
怖
航
°
ッ
ペ
リ
ャ
経
由
、
ペ
テ
ル
プ

ル
グ
帰
府
の
途
に
つ
く
。

l

八

0
四
ー
ロ
シ
ャ
11

ア
メ
リ
カ
会
社
の
株
主
と
し
て
年
俸
四

0
0

フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
文
書
考

フ
ヴ
ォ
ス

ト
フ
、

〔
付
録
〕

エ
ヌ
・
ア
（
一
七
芙
ー
一
八
〇九）

フ
ヴ
ォ
ス

ト

フ

・
ダ
ヴ
ィ

ド
フ
略
年
譜
皿

〇
ル
ー
プ
ル
を
受
給
°
オ
ホ

・ー
ツ
ク
港
に
戻
り
、
商
船
で
ペ
ト
ロ

パ
ヴ
ロ
フ
ス
ク
港
へ
寄
港
°

一
八

0
五
ー
壁
マ
リ
ャ
を
指
揮
し
て
、
ノ
ヴ
ォ

・
ア
ル
ハ
ン
ゲ
リ
ス

ク
港
に
寄
港
°

一
八

0
六
ー
ュ
ノ
ナ
を
指
抑
し
て
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
港
へ
廻
航
、
さ
ら

に
サ
ハ

リ
ン
島
へ
南
航
、
ア
ニ
ヮ
湾
で
日
本
人
盆
庫
を
焼

<
O
ロ

ジ
ヤ
使
節
に
た
い
す
る
日
本
帝
国
の
拒
絶
へ
の
報
復
行
為
で
あ
っ

こ
o
t
 

一
八

0
七
ー
ュ
ノ
ナ
を
指
揮
し
、
梅
軍
少
尉
ダ
ヴ
ィ

ド
フ
指
揮
の
ア

ヴ
ォ
ス
と
と
も
に
、
ク
リ
ー
ル
列
烏
へ
航
し
、
ジ
ャ
ナ
で
ニ
ヵ
所

の
日
本
人
部
落
と
倉
庫
を
焼
く
。
さ
ら
に
、
松
前
島
（
北
海
道
）

で
、
運
送
船
数
隻
を
没
収
、
村
落
を
焼
き
、
日
本
人
に
恐
怖
を
与

え
る
°
オ
ホ

ー
ツ
ク
港
に
帰
航
し
て
、
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
少
尉
と
と
も

に
逮
捕
さ
れ
る
°
水
路
ペ
テ
ル
プ
ル
グ
ヘ
送
付
さ
れ
、
海
軍
省
委

員
会
の
審
査
に
よ
り
軍
法
会
厳
に
付
さ
れ
た
が
、
の
ち
釈
放
さ
れ

こ
°t
 

一
八
〇
八
ー
フ
ィ
ソ
ラ
ソ
ド
陸
軍
へ
派
造
さ
れ
、
河
川
砲
艦
隊
を
指

揮
し
、
対
ス
ニ
ー
デ
ン
戦
に
参
煎
°
軍
功
に
よ
り
、
勲
四
等
聖
ゲ

オ
ル
ギ
ー
褒
章
の
受
与
が
上
申
さ
れ
た
が
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一

世
の
裁
下
に
よ
り
、
日
本
人
に
▼
｛
い
す
る
私
行
の
罰
と
し
て
却
下

さ
れ
る
。

一
八

0
九
ー
露
磨
―

0
月
四
日
の
匹
半
、
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
と
と
も
に
、

ペ
テ
ル
プ
ル
グ
の
ネ
ヴ
ァ
河
碑
益
、

イ
サ
コ
フ
ス
キ

ー
梱
を
孵
で
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一
七
九
五
ー
海
軍
士
官
候
補
生
と
な
る
。

一
七
九
六
—
少
尉
候
補
生
°
ク
ロ
ン
ジ
ュ
タ
ッ
ト
港
よ
り
、
イ
ギ
リ

ス
沿
岸
へ
廻
航
°

一
七
九
八
ー
海
軍
少
尉
任
官
°
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ッ
沿
岸
を
巡
航
°

一
八

0
ニ
ー
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
と
と
も
に
、
ロ
ジ
ャ
11

ア
メ
リ
カ
会
社

武
官
に
転
任
、
陸
路
オ
ホ
ー
ツ
ク
港
に
至
る
。
会
社
の
ス
ク
ー
ナ

ー
船
、

壁
ェ

リ
ザ
ヴ
ェ

ー
タ
で
、
カ
デ
ィ
ヤ
ク
島
へ
寄
港
、
壁
。
(

ー
ヴ
ェ
ル
湾
に
至
る
。

一
八

0
四
ー
如
邸
領
ア
メ
リ
カ
渡
航
の
計
画
は
挫
折
し
、
ペ
ト
ロ

。（
ヴ

ロ
フ

ス
ク
港
で
越
冬
°
オ
ホ

ー
ツ
ク
港
よ
り
ペ
テ
ル
プ
ル
グ
に
帰

府
°
一
八

0
五
ー
対
日
交
渉
に
失
敗
し
た
使
節
レ
ザ

ー
ノ
フ

お
よ
び
フ
ヴ

ォ
ス
ト
フ
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
沿
岸
を
巡
航
し
て
、
ノ
ヴ
ォ
・

ア
ル
ハ
ン
ゲ
リ
ス
ク
港
に
至
る
。
日
本
と
の
通
商
交
渉
決
裂
の
報

復
行
為
と
し
て
、
レ

ザ
ー
ノ

フ
は
サ
ハ

リ
ソ

島
の
露
領
帰
属
を
計

画
、

ユ
ノ
ナ
、
ア
ヴ

ォ
ス
両
艦
を
率
い
て
、
ア
ニ
ヮ
湾
へ
南
航
を

意
図
し
た
°
レ
ザ
ー
ノ
フ
の
訓
令
に
よ
れ
ば
、
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
は
、

サ
ハ
リ
ン
島
お
よ
び
松
前
島
を
巡
航
し
、
ア
ニ
ヮ
湾
で
フ
ヴ
ォ
ス

ト
フ
と
合
流
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
と

と
も
に
、
レ

ザ
ー
ノ
フ
を
オ
ホ
ー
ツ
ク
港
へ
送
り
、
そ
の
後
ふ
た

ダ
ヴ
ィ
ド
フ

、

ゲ
•
イ

（
一
七
盆
ー
'
-
A
0
九
）

通
過
す
る
際
に
溺
死
°
屍
体
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
°

た
び
サ
ハ
リ
ソ
島
を
探
検
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
レ

ザ
ー
ノ
フ

は
、
オ
ホ

ー
ツ
ク
港
に
お
い
て
、

フ
ヴ
ォ
ス

ト
フ
に
右
の
訓
令
を

訂
正
す
る
旨
の
書
簡
を
追
し
て
帰
府
の
途
に
つ
い
た
。
こ
の
書
簡

で
は
、
サ
ハ
リ
ン
島
遠
征
を
中
止
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
い

ぅ
二
堕
の
意
味
を
含
ん
で
い
た
が
、
結
局
、
予
定
通
り
に
サ
ハ
リ

ン
島
へ
南
航
す
る
こ
と
に
決
定
°

一
八

0
七
ー
フ
ヴ
ォ
ス

ト
フ
と
と
も
に
、
日
本
遠
征
を
は
た
し
て
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
港
に
帰
航
°
オ
ホ
ー
ツ
ク
長
官
は
、
彼
等
の
行
為
を

私
行
と
断
定
し
て
逮
捕
し
た
°
フ
ヴ
ォ
ス

ト
フ
と
ダ
ヴ
ィ
ド
フ

は
、
脱
走
し
て
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
に
達
し
た
が
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
へ

送
付
さ
れ
る
。

一
八
〇
八
ー
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
と
と
も
に
、

フ
ィ
ソ
ラ
ン
ド
陸
軍
へ
派

逍
さ
れ
、
河
川
砲
艦
隊
を
指
揮
し
、
対
ス
エ
ー
デ
ン
戦
に
参
加
°

平
功
に
よ
り
、
勲
四
等
壁
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
褒
章
の
受
与
が
上
申
さ

れ
た
が
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
の
裁
下
に
よ
り
、
日
本
人
に
た

い
す
る
私
行
の
罰
と
し
て
却
下
さ
れ
る
。

一
八

0
九
ー
フ
ィ
ソ
ラ
ン
ド
陸
軍
を
退
役
し
て
、
ペ
テ
ル
プ
ル
グ
に

帰
府
、
海
軍
中
将
ッ
シ
コ
フ
の
邸
宅
に
同
居
し
て
い
た
が
、
露
暦

J
O月
四
日
、
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
と
と
も
に
、
ワ
ツ
リ
ニ
フ
ス
キ
ー

島
か
ら
帰
宅
の
途
中
、
ネ
ヴ
ァ
河
架
柄
を
渡
る
際
に
溺
死
し
た
°

彼
等
の
急
死
は
、
永
く
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
市
民
の
語
り
草
と
な
っ

こ°f
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〔
注
〕

①

バ
ー

ナ
ー

ド

・

ペ
ア
ズ
著

•

内
山
敏
訳
『
ロ
シ
ャ

ー

ー
五
過
去
と
現

在
』
（
岩
波
新
害
•

昭
二
七
）
一
頁
°
原
害
名
↓

P
a
r
e
s
,
 B
.
:
 

R
u
s
s
i
a
;
 
it
s
 p
a
s
t
 a
n
d
 
pr
ese

nt• 

N
e
w
 Y
o
r
k
,
 1
9
4
9
.
 

オ
ー

ク
ニ
呼
•

原
子
林
二
郎
訳
『
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
の
歴
史
ー

—

ー
カ

ム
チ
ャ
ッ
カ
植
民
政
策
史
』
（
昭
一
八
）
四
ー
八
頁
°
原
泊
は
名
↓

0
 KY
H
b
,
 C. 
6
.
:
 
〇
点
e
p
r
r
n
n
o
 H
C
T
O
p
H
H
 
K
O
J
J
O
H
H
8
J
l
b
H
O
f
l
 

n

g

 HT
H
K
H
 
l..¥8PH
3
M
8
 
B
 
K
a
M
'
!
8
T
C
K
O
f
i
 
K
p
a
e
.
 M
O
C
K
B
8
,
 

1
9
3
5
.
 

I
<
J
l
r
O
'
l
e
B
C
K
H
f
i
,
 8
.
 o
.
:
 
K
y
p
c
 p
y
c
r
n
o
i
-
i
 
H
C
T
O
P
H
H
.
'
!
8
C
T
b
 

1
ー
5
.

M
o
c
r
r
n
a
 
H
 J
i
e
H
H
H
r
p
a
..Q
,
 1
9
2
5
.
 邦
訳

L
ク
リ
ュ
チ
ェ

フ
ス
キ

ー
著

・
外
務
省
調
査
局
訳
『
ロ
シ
ャ
史
』
第
一
巻
（
昭
二

-
）
•第
四
巻
（
昭
二
0
)。
第
ニ
・

―
―
-
•

五
巻
は
邦
訳
本
末

刊
°

S
a
x
p
y
 E
 HH
,
 C. 8
.
:
 H
a
y
'
!
H
b
i
e
 
TPY..QbI
.
 III; H
3
6
p
a
H
H
b
i
e
 

p
a
6
o
T
b
I
 
n
o
 H
C
T
O
p
H
H
 
C
H
6
H
p
H
 X
V
Iー

X
V
I
I
B
B
.
 M
o
c
1
r
n
a
,
 

1
9
5
5
,
 C
T
p
.
 1
5
,
 1
3
7
.
 
;¥:; 
訳
_
＊
バ
フ
ル

ー
シ
ン
著

・
外
務
省
調

査
局
訳
『
ス
ラ
ブ
民
族
の
東
漸
』
（
昭
一
八
）
邦
訳
本
の
巻
末
補

注
九
八
項
は
ゆ
き
と
ど
い
た
労
作
で
、

日
本
側
史
料
を
知
る
上
に

も
有
益
で
あ
る
o

ヴ

ェ

ル
ナ
ド
ス
キ

ー

著
•

坂
本
是
忠

•

香
山
陽
坪
共
訳
『
ロ
シ
ャ

史
』

上

巻

（

昭

二

八

）

―

二

五

ー

ニ
l

九

頁

°

原

芯

名

↓

V
e
r
n
a
d
s
k
y
,
 G
.
:
 A
 
h
i
s
t
o
r
y
 
o
f
 
R
u
s
s
i
a
.
 
N
e
w
 
H
a
v
e
n
,
 

1
9
5
1. 

シ
ェ
リ

ー
ホ
フ
は
、
ま
た
シ

ェ
レ
ー
ホ
フ

(
W
e
J
J
e
X
O
B
)

と
も
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
同
一
人
物
で
あ
る
o

節
者
は
、
バ
フ

ル
ー
シ
ン
の

前
掲
原
芯
お
よ
び

、
P
y
c
c
1
r
n
e
M
o
p
e
n
J
J
a
B
a
T
e
J
J
H
 ;
 

(5) (4) (3) (2) 

フ
ヴ

ォ
ス
ト
フ

文
害
考

p
e
,
Q
.
 B
・
C
,
 
Jlyrw-1• 

M
o
c
1
r
n
a
,
 1
9
5
3
.
 
な
ら
び
に
、
o
e
J
I
O
B
,

M
.
 11
.
 
:
 A
p
K
T
1
1
1
1
e
c
1
<
0
e
 M
O
p
e
1
r
n
a
B
a
t
r
n
e
 c
 ,Q
p
e
m
1
ei;i
u
m
x
 

n
p
e
M
e
H
 ,QO 
c
e
p
e
,
Q
H
H
b
I
 
X
I
X
 
n
e
K
a
.
 
M
o
c
1
r
n
a
,
 1
9
5
6
.
 ~
 

従
っ
た
°

6
a
p
T
O
Ji
b
ll
,
 B
.
 B
.
 :
 
l1
C
T
op11l! 
11
3
y
'
l
e
H
H
H
 
B
o
c
T
O
K
a
 
B
 

E
n
p
o
コe
H
 
P
o
c
c
1
1
1
1
 ,
 2
.
 113
,ll
.
 
Jl
e
H
H
H
r
p
a
,
l
l
,
 1
9
2
5
.
 C
T
p
.
 

2
3
3
-
2
3
4
 
• 

.¥lf; 訳
↓
バ
ル
ト
リ
ド
著

・
外
務
省
調
査
部
訳
『
欧
洲

殊
に
叩
路
西
亜
に
於
け
る
束
洋
研
究
史
』
（
昭
一
四
）
。

斉
藤
阿
具
訳
註
『
ヅ

ー
フ
日
本
回
想
録

・
フ

ィ

ッ

セ

ル

参

府

紀

行
』
（
昭
一
八
）
一
―
六
ー

一
―
七
頁
°
原
芯
名
↓

D
o
e
f
f
,
 H
.:
 

H
e
r
i
n
n
e
r
i
n
g
e
n
 u
i
t
 
J
a
p
a
n
.
 
H
a
a
rl
e
m
,
 1
8
3
3
.
 

羽
に
五
郎
訳
註
『
ク
ル
ウ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
日
本
紀
行
』
（
昭

六）

「
序
説
」
一
ー
四
七
頁
°
原
芯
名
↓
K
r
u
s
e
n
s
t
e
r
n
,
 A
.
 J, 
v
o
n
 :
 

R
e
i
s
e
 
u

m

 d
i
e
 
W

e
lt
 i
n
 
d
e
n
 
J
a
h
r
e
n
 
1
8
0
3
,
 1
8
0
4,
 1
8
0
5
 

u
n
d
 1
8
0
6
,
 

…• 

3
 E
d
e
.
 S
t
.
 P
e
t
e
r
s
b
u
r
g
,
 1
8
1
0-
1
2
 
(
A
t
l
a
s
,
 

St. 
P
e
t
e
r
s
b
u
r
g
,
 1
8
1
3
)
.
 

⑨

斉
藤
訳
、
前
掲
苦
、

ー
ニ
八
ー
ニ
―

-
O頁
°

⑩
・
⑪

末
松
保
和
著
『
近
批
に
於
け
る
北
方
問
題
の
進
展
』
（
昭
三
）

―
―
―
九
四
ー
三
九
五
頁
°
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
事
件
に
つ

い
て

は
、
三
二

六
ー
三
―
―

1
0頁
参
照
°

n
o
3
l
l
t
t
e
e
s
,
 JJ: 
• 
M
.
 :
 M
a
T
e
p
1
1
a
J
i
b
I
 n
o
 11cTop1111 
c
e
n
e
p
t
t
o
i
l
 

5
i
n
O
H
H
H
 
H
 
e
e
 
O
T
H
O
 E
 ett11?i 
K
 
M
a
T
e
p
1
1
K
y
 
A
3
H
H
 
H
 

P
o
c
c
1
1
1
1
.
 T.
 1, 
l
1
0
1
r
n
x
a
M
a
,
 19
0
9
,
 cT
p
.
 X
X
Iー
X
L
.

本
忠
は

、

明
治
四
三
年
、
横
浜
で
出
版
さ
れ
た

二
巻
本
で
、
ボ
ズ
ド
ネ

ー
エ

フ
教
授
の
代
表
的
労
作
で
あ
り
、
現
在
で
は
稀
親
芯
に
屈
す
る
o

⑬ (8) (7) (6) 
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P
H
K
O
P
.
l
l
,
 t
l
 Y
i
・
3
a
n
H
C
K
H
 cjlJlora 
K
a
f
i
H
T
a
H
a
 P
m
r
n
p
.
l
(
a
 

o
 
n
J
i
a
B
a
H
H
H
 
e
r
o
 K
 5
1
I
l
0
H
C
K
H
M
 
6
e
p
e
r
a
M
 
B
 1
8
1
2
 H
 1
8
1
3
 

r
o
,
l
l
O
B
 
H
 O
 
C
H
O
 E
 eH
H
5
1
X
 
C
 5
1
I
l
O
H
U
a
M
H
.
 C
n
6
., 
1
8
1
6
,
 1
8
5
1
 

H
 
1
8
7
5
.
 
邦
訳
↓
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
著

•

井
上
満
訳
『
日
本
幽
囚
記
』

下
巻
（
岩
波
文
庫
•
昭
ニ
ー
）
一
九
七
頁
以
下
参
照
°
高
田
屋
嘉
兵

衛
に
つ
い
て
は

、

瀬
川
亀
•

岡
久
滑
城
共
著
『
高
田
屋
嘉
兵
衛
』

（
昭
一
七
）
に
詳
し
い
o

r
g
 
O
B
H

呈
B

,

M
・

3
a
n
H
C
K
H

B
.
 M

.
 

r
 
g
 
O
B
H
H
H
a
 
0
 

n
p
H
K
J
I
I
 0'
!
e
H
H
5
1
X
 
B
 
n
J
J
e
H
y
 
y
 
5
1
I
l
O
H
U
e
B
 
B
 
1
8
1
1
,
 1
8
1
2
 H
 

1
8
1
3
 
r
o
,
u
o
a
.
 C
n
6
., 

1
8
1
6
,
 1
8
5
1
 
H
 
1
8
5
4
 

• 

.\ii;:~-->#; 

上
訳
、

前
掲
害
、
上

・
中

・
下
巻
°
早
稲
田
大
学
図
害
館
に
は
、
初
版
本

を
蔵
す
る
o

⑮
ー
⑰
『
通
航
一
砕
凡
』
（
国
苦
刊
行
会
版
）
第
七
•
巻
之
二
八
五
所

収
°
な
お
、
岡
本
柳
之
助
編
『
日
魯
交
渉
北
海
道
史
稿
』
（
明
一
―
―

-
）
中
篇
―
―
―
七
丁
以
下
、
お
よ
び
瀬
川
・
岡
久
、
前
掲
忠
、
一
―

六
頁
以
下
参
照
°

8
a
菩
6
e
p
r
,
3
.
 51
.
 :
 P
y
c
c
K
0
-5
1
I
I
O
H
C
K
H
e
 
O
T
H
O
 E
 eH
H
5
1
 
B
 

1
6
9
7
ー
1
8
7
5

rr
.
 
M
o
c
1
r
n
a
,
 1
9
6
0
,
 C
T
p
.
 9
8
.
 
フ
ァ
イ
ン
ベ
ル

グ
女
史
は
、

ロ
シ
ャ
外
交
文
害
、
主
文
害
篇

(
A
B
n
P
,

cpott.u 

r
J
J
a
B
H
O
r
o
 a
p
X
H
B
a
)

一
ー
ー
―
―
―
-
（
一
七
八
九

l
k
-―
―
七
）
部
、
五

0

|

五
五
頁
に
よ
っ
て
、
銅
板
に
刻
ま
れ
た
「
一
八
〇
六
年
一

0
月
一

0
日
」
の
記
録
を
明
示
し
て
い
る
°
な
お
、
第
二

、
第
一
―
―
文
の

日

付
は
、

い
ず
れ
も

11
-23
と
な
っ
て
い
る

が
、
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
の
手

記
に
は
、

12
-24
と
記
録
さ
れ
て
い
る

(
3
a
r
r
H
C
K
H
,
1
8
1
6
,
 C
T
p
,
 

2
3
2
-
2
3
3
.)
。
上
段
が
篠
暦
、
下
段
が
新
暦
で
あ
る

が
、
い
ず
れ
が

(18) ⑭ ⑬ 

正
確
な
日
付
で
あ
る
か
は
、
明
ら
か
で
な
い
。
た
だ
し
、

フ
ヴ
ォ

ス
ト
フ
が
、

ア
ニ
ワ
滴
に
到
落
し
た
の
は
、
六

日

（

新

暦

一

八

日
）
で
あ
り
、
沿
岸
一
帯
を
調
査
し
て
か
ら
上
陸
し
た
こ
と
は
明

白
で
あ
る
°
従
っ
て
、
銅
板
、
紙
札
の
日
付
と
、
実
際
に
上
陸
し

た
日
時
と
が
相
違
す
る
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
、

一
概

に
日
本
側
の
記
録
が
正
し
く
な

い
と
は
い
え
な
い
。

一
八

0
六
年
一

0
月
一

0
日
（
新
暦
二
二
日
）
、

フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ

は
、

ア
イ
ヌ
部
落
、
現
在
の
「
一
ル
サ
コ
フ
州
オ
ゼ
ル
ス
キ

ー
村
に

上
陸
し
、
こ
の
村
を
「
疑
惑
」
と
名
付
け
る
旨
の
板
密
を
掲
げ

た
°
他
日
、

ュ
ノ
ナ
の
水
夫
二
二
名
が
、
ト
マ
リ

・
ア
ニ
ワ
（
現

在
の
コ
ル
サ
コ
フ
市
）
の
部
落
に
上
陸
し
、

フ

ヴ

ォ

ス

ト

フ

は

「
好
奇
」
と
名
付
け
た

°
↱
C
e
w
i
e
H
K
O
,
 1
1
.
 A
 
(
c
o
c
T
.)
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l
1
c
c
J
i
e
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u
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B
a
T
e
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1
1
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a
x
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J
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H
a
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K
y
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6
o
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H
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 c
T
a
T
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i
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5
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H
O
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C
a
x
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J
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H
H
C
K
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9
6
1
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C
T
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コ
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o
6
o
3
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o
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a
m
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M
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m
c
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O
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I
a
H
H
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混
H
C
T
B
H
H

e
e
 ,llO 
H
a
C
T
0
5
1
L
U
e
r
o
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p
e
M
e
H
H
,
'
l
a
C
T
.
 1,
 Cr
r
6
., 

1
8
6
1
 ;
'
!
a
C
T
.
 2
,
 C
r
r
6
., 

1
8
6
3
;
 
L
a
n
g
s
d
o
r
f
f
,
 
G• 

H
.
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n
:
 

B
e
m
e
r
k
u
n
g
e
n
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u
f
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i
n
e
r
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e
i
,
;
e
 
u

m
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i
e
 
W
e
l
t
 
i
n
 
d
e
n
 

J
a
h
r
e
n
 
1
8
0
3
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i
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 1
8
0
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.
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d
.
 1ー

2
.
F
r
a
n
k
f
u
r
t
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m
 
M

., 
1
8
1
2
.
 

ラ
ン
グ
ス
ド
ル
フ
は
、
ド
イ
ツ
人
で
あ
る
が
、
ロ

シ
ャ
帝
国
学
士

院
会
員
を
つ
と
め
た

医
学
博
士
で

植
物
学
者
、

ク
ル

ー
ゼ

ン
シ

ュ

テ
ル
ン
の
世
界
周
航
に
参
加
し
、
函
領
ア
メ
リ

カ
お
よ
び
ブ
ラ

ジ

ル
の
栂
物
学
的
研
究
に
従
事
し
た
°
リ
オ

・
デ

・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の

ロ
シ
ヤ
総
領
事
を
兼
任
し
、
植
物
の
医
学
的
研
究
に
貢
献
し
た
°

⑲ 
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磁 ⑳ ⑳ 四 (2~ 

フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
文
書
考

ラ
ン
グ
ス
ド
ル
フ
は
、

フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
と
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
に
も
面
識

が
あ
り
、
一
八

0
九
年
に
彼
等
が
ネ
ヴ
ァ
河
で
溺
死
し
た
日
に

も
、
ペ
テ
ル
プ
ル
グ
の
自
邸
で
彼
等
と
懇
談
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
°
ラ
ン
グ
ス
ド
ル
フ
は
、
レ
ザ
ー
ノ
フ
来
航
当
時
は
通
訳
官

と
し
て
活
躍
し
、
オ
ラ

ン
ダ
商
館
長
ド
ゥ
ー

フ
の
認
艦
訪
問
の
際

に
も
立
会
っ
て

い
る
0

田
保
稲
潔
著
『
増
訂
近
代

日
本
外
国
関
係

史
』
（
昭
一
八
）
第
六
•
七
章
に

詳
し
い
o

T
i
k
h
m
e
n
i
e
v
,
 P
.
:
 H
i
s
t
o
r
i
c
a
l
 
s
u
r
v
e
y
 o
n
 
t
h
e
 
R
u
s
s
i
a
n
 

activity
.
 S
t
.
 Pe
t
e
r
s
b
u
r
g
,
 18
6
1ー

1
8
6
3
;
tr. 
b
y
 N
i
c
h
i
r
o
 ,
 

K
y
o
k
a
i
,
 T
o
k
y
o
,
 19
1
8
,
 p.
 64
0ー

R
e
z
a
n
o
v
's

r
e
p
o
r
t
 
to 

H
i
s
 
M
a
j
e
s
t
y
 f
r
o
m
 
U
n
a
r
a
s
h
i
k
a
 
d
a
t
e
d
 J
u
l
y
 1
8
,
 18
0
5
.
 

念
f
r
n
6
e
p
r
,
y
K
a
a
.
 
coq

• 
,
 CT
P
-
9
7
.

-

ロ
シ
ャ

im
軍
中
央
国

立
文
芭
局
悔
軍
省
文
書

(
K
o―-
|
K―
―
七
）
第
四
六
七
一
号
、

二
五

頁
に
依
る
°
邦
訳
は
、

田
保
橋
、

前
掲
書
、

一

九

八

ー

一
九
九

頁
°
T
i
k
h
m
e
n
i
e
v
,
 o
p
.
 cit
.
 p
.
 11
2
.
 フ
ァ
イ
ン
ベ
ル
グ
の
前
掲
密

に
よ
れ
ば
、

レ
ザ
ー
ノ
フ
は
、
一
八

0
七
年
一
―
―
月
一
日
、
ク
ラ
ス

ノ
ヤ
ル
ス
ク
で
没
し
た
°
8
a
菩
6
e
p
r
,
y1rn3
.
 CO'!
., 
C
T
p
.
 97
.
 

ヴ
ェ
ル
ナ
ド
ス
キ
ー
著

•

坂
本
・

香
山
訳

、

前
掲
害

、

ニ
ハ
六
ー

一
七
〇
頁
°

f
O
J
I
O
B
H
H
H
,
 3a
n
H
C
K
H
,
 18
1
6
,
 CT
P
-
1
4
4ー

1
4
5
.

+t!fil々
蕊
{
の

初
版
本
か
ら
復
写
し
、
一
枚
の
写
真
に
仕
立
て
た
が
、
原
害
で
は

二

頁

に

わ

た

っ

て

い

る

°

な

お

、,ll.py)!UIHHI,l
"
 

H
.
 M
.
:
 

P
y
c
c
i
r
n
e
 
M
o
p
e
n
J
i
a
s
a
r
e
J
I
H
 
s
 CTapoi1. 
5.lnottHH
.
 JiettHH ,
 

rpa,n
,
 1
9
1
2
,
 c
r
p
.
 4
0
.
 
に
も
、

ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
の
記
録

し
た

原

偽 ⑳ ⑳ 

文
を
そ
の
ま
ま
転
載
し
て

い
る
O

図

印

の
旗
章
は
、
「
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
ス
キ
ー
旗
」
と
称

し、

ロ
シ
ャ
悔
軍
旗
と
し
て
一
九
世
紀
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
、
戸

印
の
旗
章
は
、

ロ
シ
ャ
11

ア
メ
リ
カ
会
社
の
商
船
旗
で
あ
る
0

フ

ヴ
ォ
ス
ト
フ
は
、
海
軍
士
官
で
あ
る
と
同
時
に
、
ロ
シ
ャ
11

ア
メ

リ
カ

会
社
最
初
の
配
屈
武
官
で
あ
っ
た
か
ら
、
双
方
の
旗
章
を
掲

げ
た
の
で
あ
ろ
う
0

l
1
M
r
r
e
p
a
T
o
p
c
K
a
n
 
A
K
a
t
1
e
M
H
l
l
 
H
a
y
K
 :
 

C
呉

o
B
a
p
b
p
y
c
c
r
r
n
r
o
 
ll3brKa
.
 B
b
m
.
 1, 
C
r
r
6
., 

1891, 
C
T
p
.
 

4
6
 ;
 cf>ai:iH6epr
,
 y
1<a3
.
 CO'!
., 
C
T
p
.
 98
 ;
 Ce
H
'
!
e
H
J
{
O
,
 y1rn3
.
 

CO'!
., 
C
T
p
.
 8.
 

「
一
千
八
百
六
年
十
月
廿

四
日
、
ロ
シ
ャ
ノ
、
ユ
ノ
ナ
と
い
へ
る

船
に
船
司
の
官
た
る
ホ
ヲ
シ
ト
フ
駕
シ

、
自
ら
サ
ハ
リ
ン
島
及
其

土
俗
等
を
し
て
、
至
恩
の
ロ
シ
ヤ
皇
帝
第
一
世
ア
レ
キ
サ
ン

ド

ル

に
服
従
せ

し
む
る
事
を
得
た
り
、
其
証
と
し
て
、

ア
ニ
ワ
湾
の

西

岸
に
居
る
土
俗
に
、
銀
の
メ
タ
リ
を
与
ふ
、
此
地
ロ
シ
ヤ
領
は
勿

論
、
他
国
の
領
地
と
雖
ど
も
、
こ

の
ロ
シ
ャ
船
至
り
し
所
の
土
俗

等
は
、
ロ
シ

ャ
の
屈
下
た
ら
ん
こ
と
を
乞
ふ
、
よ

っ
て
此
徒
に
は

即
此
書
に
印
章
を
押
し
て
以
て
与
ふ
」
（
通
航
―
立

、

第
七

•
巻

之
二
八
五
）

(
『
1

卜
）

「
チ
カ

ク
キ
ン
シ
ョ
ノ

1

ニ
コ
サ
ソ
ロ
シ
タ
シ
タ
ノ
モ
ノ
ニ
モ
ヲ

シ
ッ
ケ
ト
カ
イ
ア
キ
ナ
イ
ノ
コ
ト
コ
イ
ネ
カ
イ
ニ
ッ
カ
ハ
シ
ソ
ロ

テ
ホ
ウ
ハ
イ
ト
ウ
ヤ
ウ
ニ
ョ
リ
ア
イ
キ
ン
ミ
ソ
ウ
タ
ン
ノ
ウ
ヘ
ア

キ
ナ
イ
シ

ュ
ヒ
ョ

ク
イ
タ
シ
ソ
ウ
ラ
ハ
ハ
マ
コ
ト
ニ
シ
ア
ハ
セ
ニ

ソ
ン
シ
ソ
ヲ
ラ
ヘ
ト
モ

タ
ヒ
／
＼
‘
ナ
カ
サ
キ
ヘ
シ
シ
ャ
ヲ
ッ
カ
ハ

シ
ソ
ヲ
ラ
ヘ
ト
モ
タ
ヽ
ヘ
ン
シ
モ
ナ
ク
ヘ
ン
ヘ
ン
ナ
サ
レ
ソ
ロ
ユ
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ヘ
イ
ヘ
ン
ハ
シ
メ
テ
コ
ノ
モ
ト
ノ
テ
ン
カ
サ
マ
ヨ
リ
ヲ
ホ
キ
ク
シ

テ
ハ
ラ
タ
チ
テ
ア
キ
ナ
イ
テ
モ
ナ
ク
ハ
ア
カ
ヒ
ト
ト
ヤ
ウ
ニ
カ
ラ

フ
ト
□
口
□
ソ
レ
ニ
ョ
ッ
テ
サ
イ
シ
ョ
ネ
カ
イ
テ
ヲ
キ
ソ
ヲ
ラ
へ

ト
モ
キ
ヽ
ワ
ケ
ナ
ク
ソ
レ
ユ
ヘ
コ
ノ
タ
ヒ
ノ
モ
ト
ノ
テ
ナ
ミ
ミ
セ

モ
ウ
シ
ソ
ロ
テ
キ
カ
ナ
イ
ト
キ
ニ
ハ
キ
タ
ノ
チ
ト
リ
ア
ケ
モ
ウ
ス

(
『
｀
、
)

ヘ
ク
ソ
ロ
十
ロ
ウ
コ
ト
ナ
ラ
ハ
ヘ
ン
シ
ノ
タ
ヨ
リ
ニ
テ
モ
ス
ン
マ

ス
コ
ト
ニ
コ
サ
ソ
ロ
カ
ラ
フ
ト
マ
タ
ワ
シ
マ
／
＼
‘
ゥ
ル
ツ
。
フ
マ
テ

ア
カ
ヒ
ト
ツ
イ
イ
カ
レ
マ
ス
ニ
ョ
ッ
テ
チ
ラ
シ
テ
ャ
リ
マ
ス
マ
タ

ハ
コ
イ
ネ
カ
イ
ノ
ス
シ
カ
ナ
ハ
セ
ソ
ヲ
ラ
ワ
ハ
マ
ッ
タ
イ
コ
ヽ
ロ

（

イ

）

ャ
ス
ク
ヱ
タ
シ
タ
ク
コ
ヽ
ロ
カ
ケ
ニ
コ
サ
リ
ソ
ロ
サ
ヤ
ウ
コ
サ
ナ

ク
ソ
ウ
ラ
ヘ
ハ
マ
タ
／
＼
、
フ
ネ
／
＼
、
タ
ク
サ
ン
ニ
ッ
カ
ワ
シ
コ
ノ

（

イ

）

コ

ト

ク

ニ

エ

タ

シ

モ

ウ

ス

ヘ

ク

ソ

ロ

ヲ

ロ

シ

ャ

マ
ツ
マ
ヘ
ヲ
フ
キ
ョ
サ
マ
」
（
岡
本
編
、

前
掲
芯
、
中
筒
四
七

ー
四
八
頁
）
。
こ
の
四
付
は
、

文
化
四
年
五
月
、

フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ

と
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
が
二
度
目
の
掠
蒋
を
行
な
っ
た
と
き
に
捕
え
た
南

部
藩
士
大
村
治
五
平
ほ
か
七
名
を
釈
放
す
る
際
に
、
松
前
奉
行
宛

の
函
文
文
書
の
裂
面
に
付
さ
れ
た
文
面
で
あ
る
°
な
お
、
ド
ゥ

ー・

フ
商
館
長
は
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
o

「
此
の
事
件
に
つ
い
て
、
奉
行
は
西
而
府
の
命
令
に

よ
り
て
、
通

洞
二
人
を
江
戸
に
送
り
た
り
と
の
牢
な
り
（
通
詞
名
村
多
吉
郎
、

馬
場
為
八
郎
の
二
人
江
戸
に
召
さ
れ
て
叩
路
国
の
事
件
を
調
査
せ
り

ー
新
撰
洋
学
年
表
°
訳
註
）
o

数

H
を
経
て
他
の
通
詞
来
り
、

一
の
芯
而
を
予
に
示
せ
し
が
、
是
は
諏
文
に
て
お
き
、
下
方
に
函

国
の
罪
艦
及
商
船
の
旗
を
画
け
り
°
予
は
函
語
を
解
せ
ざ
る
が
故

に
、
之
を
翻
訳
す
る
こ
と
能
は
ざ
り
し
が
、
翌
日
仏
文
の
別
紙
を

受
取
り
た
り
°
是
は
松
前
奉
行
に
宛
て
た
る
も
の
に
て
、
署
名
な

し
°
長
崎
奉
行
は
予
に
此
の
芯
面
を
最
も
正
確
に
且
つ
成
る
べ
く

原
語
に
基
づ
き
て
訳
出
す
る
や
う
委
縣
せ
り
0

日
本
人
は
予
が
仏

語
を
解
す
る
こ
と
を
知
る
が
故
に

、

予
は
之
を
辞
退
す
る
能
は

ず
°
因
て
予
は
同
苫
を
和
蘭
語
に
翻
訳
し
た
れ
ど
も
、
成
る
べ
く

辞
句
を
緩
和
せ
り
°
子
の
訳
文
は
、
ゴ
ロ
ー
ニ
ン
の
著
害
の
第
二

巻

(
1
0五
頁
）
に
在
る
が
故
に
、
今
之
を
弦
に
転
載
す
べ
し
0

即
ち
左
の
如
し
°

『
鋸
西
亜
と
日
本
と
は
接
壊
す
る
が
故
に
、
二
国
の
間
に
親
密

な
る
通
商
関
係
を
結
ば
ん
と
す
る
希
望
自
ら
生
ず
°
然
し
て

此
事

は
殊
に
後
者
の
臣
民
の
幸
福
を
増
進
す
べ
し
°
故
に
此
の
目
的
を

以
て
使
節
を
長
崎
に
送
り
し
に
、
無
礼
な
る
答
芯
に
よ
り
て
拒
絶

せ
ら
れ
、
且
つ
日
本
人
は
癖
国
の
領
土
な
る
千
島
及
樺
太
に
交
易

を
拡
む
る
を
以
て
、
鍬
国
皇
帝
に
終
に
已
む
を
得
ず
、

一
の
手
段

を
取
る
こ
と
A

な
り
た
り
°
之
に
よ
り
て
、
m路
国
人
は
日
本
人
が

終
に
得
撫
（
原
文
に

G
r
u
p
と
あ
る
は

O
e
r
u
p
の
誤
な
り
0

訳

註
）
又
は
樺
太
の
住
民
よ
り
、
彼
等
と
m路
国
人
と
の
通
商
閣
係
を

切
望
す
る
こ
と
を
聞
く
ま
で
、
長
く
日
本
貿
易
に
損
害
を
与
ふ
る

こ
と
を
実
地
に
証
明
す
べ
し
°
厖
国
人
は
日
本
に
対
す
る
此
の
笈

大
な
る
手
段
に
よ
り
て
、

日
本
国
の
北
部
が
常
に
臨
国
人
の
欲
す

る
ま
A

に
打
捨
て
ら
れ
、
若
し
日
本
政
府
が
依
然
と
し
て
通
商
を

拒
絶
す
る
時
は
、
や
が
て
其
地
を
失
ふ
べ
き
こ
と
を
知
ら
し
む
る

の
み
』
仏
文
の
原
喰
と
を
対
照
す
れ
ば
、

予
が
如
何
に
平
穏
な
る
辞
句
を

用
い
て
翻
訳
せ
し
か
を
見
得
べ
き
も
、
原
仏
文
は
ゴ
ロ

ー

ニ
ン
の
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じ
い
に
も
掲
載
せ
ら
れ
ざ
る
は
、
「
ナ
の
憾
と
す
る
所
な
り
°
予
は
今

尚
其
の
一
句
を
完
全
に

記
悩
す
。
（
中
略
）
若
し
其
の
原
語
の

如

＜
訳
せ
ば
、
予
は
日
本
政
府
の
強
情
(
K
o
p
p
i
g
h
e
icl
)

又
は
頑
固

(
S
t
i
f
h
o
o
f
c
l
i
g
h
e
i
c
l
)
と
い
ふ

語
句
を
用
ひ
ざ
る
べ
か
ら
ず
0

さ
れ

ど
是
は
只
徒
に
一
陪
慨
激
を
招
く
の
み
に
て
、
害
あ
り
て
益
な
き

が
故
に

、
予
は
嬬
も
文
意
を
変
ぜ
ざ
る
以
上
、
最
も
温
和
な
る
語

を
選
ぶ
を
以
て
、
良
分
別
と
信
じ
、
之
に
よ
り
て
日
本
人
の
感
情

を
害
す
る
代
り
に
之
を
鎮
め
、
斯
く
て
予
の
力
の
及
ぶ
限
り
、
禍

難
を
防
止
せ
ん
と
欲
せ
し
な
り
°
通
詞
は
此
の
訳
文
を
持
ち
て
退

出
せ
し
が
、
レ
サ
ノ
ッ
フ
の
滞
在
中
、
癖
語
を
修
め
た
る
他
の
和

閾
通
詞
が
、
鋸
文
の
書
面
を
訳
せ
し
に
、
予
の
訳
文
と
良
く
一
致

せ
り
と
い
ふ
°
予
は
二
の
加
図
に
つ
き
て
意
見
を
間
は
れ
し
か

ば
、
予
に
は
不
明
な
る
が
、
恐
ら
く
叩
恥
国
の
軍
艦
旗
と
商
船
旗
と

の
区
別
を
示
す
も
の
な
ら
ん
と
思
ふ
と
答
へ
た
り
°
通
詞
等
は
、

日
本
側
の
回
答
が
実
に
丁
寧
な
り
し
に
、
斯
か
る
叩
路
国
政
府
の
手

段
は
意
外
な
り
と
て
、
幾
回
も
来
り
て

評
か
り

た
り
°
予
は
此
事

は
多
分
臨
国
の
海
浜
住
民
と
日
本
の
漁
夫
と
の
衝
突
よ
り
起
り

し

も
の
な
ら
ん
と
云
ひ
、
然
し
て
此
説
は
明
に
上
司
よ
り
下
り
た
り

と
見
ゆ
る
芯
節
と
矛
盾
す
れ
ど
も
、
兎
に
角
斯
く
見
倣
す
こ
と
A

な
り
た
り
°
予
の
今
度
の
援
助
と
m路
国
使
節
の
場
合
の
勤
労
と
に

対
し
て
、
予
は
一
八

0
八
年
四
月
に

、
日
本
政
府
よ
り
謝
礼
と
共

に
銀
一
―
―
十
枚
の
買
与
を
贈
は
り
た
り
°
又
予
は
前
記
の
厖
国
人
の

狼
籍
は
、
叩
路
国
皇
帝
の
命
令
に
て
為
せ
し
も
の
か
否
か
を
、
欧
州

に
て
調
査
す
る
や
う
、
四
加
府
の
希
望
を
伝
達
せ
ら
れ
た
り
」
（
斉

藤
訳
、
前
掲
害
、

一
九
七
ー
ニ

0
二
頁
）
。
斉
藤
博
士
は
、

一
八

フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
文
書
考

甑6) ⑮ 紛 醤 ~2) ⑳ M⑳ 

0
七
年
の
海
牙
文
苫
（
秘
密
報
告
）
中
の
厭
仏
文
芯
の
コ

。ヒ
イ
を

訂
正
し
て
、

フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
の
芯
面
（
仏
訳
）
を
訳
註
さ
れ
て
い

る
（
二

O
O頁
）
。
⑮
路
文
の
原
文
と
推
定
さ
れ
る
文
章
ほ
、

C
e
H
'
!
e
H
K
O
,
 y
K
a
3
.
 C
O
'
!
-, 

C
T
p
.
 11. 

に
見
え
、
ド
ゥ
ー
フ
の

訳
文
と
比
較
し
て
み
た
結
果
、
文
意
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
た
o

「
日
本
政
府
の
強
情
、

又
は
頑
固
」
は
、
y
r
r
p
l
l
M
C
T
B
O

吾
O
H
C
K
O
r
o

r
r
p
a
B
H
T
e
J
J
b
C
T
B
a

と
な
っ
て
い
る
o

『
通
航
一
露
』
第
七
•

巻
之
二
八
五
°

『
早
稲
田
大
学
図
害
館
紀
要
』
第
三
号
（
昭
三
六
）
所
収
の
拙
稿

に
詳
し
い
o

鈴
木
三
郎
著
『
日
本
種
痘
は
じ
め
』
（
昭
一
七
）
参
照
°

岡
村
千
曳
著
『
紅
毛
文
化
史
話
』
（
昭
二

八
）
巻
頭
の
「
寛
政
時

代
の
洋
学
者
番
付
」
お
よ
び
本
文
七
五

頁
参
照
°

早
大
図
れ
ぃ
館
蔵
の
宇
田
川
楷
↓
砲
自
節
本
『
魯
西
亜
字
音
考
』
巻
末

に
、
小
野
寺
松
洲
の
「
魯
西
亜
国
字
」
が
添
付
さ
れ
て
い
る
o

平
岡
雅
英
著
『
日
叩
路
交
渉
史
話
』
（
昭
一
九
）
二
六
〇
ー
ニ
六
六

頁
°
板
沢
武
雄
「
阿
附
陀
通
詞
の
研
究
ー
|
_
史
料
の
解
題
を
主
と

し

て
」
（
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
、
史
学
①
、
昭
二
九
）
参
照
°

『
愛
日
教
育
』
第
七
号
（
大
八
）
所
収
「
愛
日
文
庫
図
書
目
録
」

緒
言
°
木
崎
好
尚

は
、

本
名
愛
吉
（
一
八
一
釜
—
一
九
器
）

、
小

説
家

、

新
聞
記
者
°
雑
誌
『
な
に
わ
泥
』
を
創
刊
°
明
治
二
六
年
よ
り
大

正
二
年
ま
で
大
阪
朝
日
新
聞
に
勤
務
°
の
ち
、
西
鶴

•

頼
山
陽
の

研
究
に
あ
た
り
、
金
石
史
の
研
究
者
と
し
て
も
著
名
で
あ
る
0

大

正
一

0
年
に
『
大
日
本
金
石
史
』
を
糧
纂
し
た
°
昭
和
一
九
年
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